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は　じ　め　に
　隠岐・九州地方における遣跡出土のサヌカイトや黒曜
石1）製遺物の蛍光X線分析装置を利用した原産地推定2）
については、二宮ほか（1980）、三浦（1986）、藁科・
東村（1988）、高橋（2000）、藁科（2004a・b）ほか多
くの研究がある。しかし、これらの蛍光X線分析は元
素組成比による定性分析（半定量分析）に基づくもので、
元素含有量による定量分析によるものではない。元素組
成比による石材遺物の原産地推定は、遣物の破壊を伴わ
ないで分析が行えるという利点がある反面、分析データ
の一般化が難しいために、原産地推定の結果を検証でき
ないことが難点となっている。長岡ほか（2003）は、
蛍光X線分析装置による化学分析の基礎データを得る
目的で、遺物破壊を伴う原産地推定を敢えて行ってい
る。しかしながら、遺物破壊をしなくても特定の元素を
使用した定性分析が、黒曜石製遺物の原産地推定に有効
であることが、関東・中部地方の多くの遺跡における分
析事例で明らかにされている（望月ほか、2003；堀越
ほか、2005；杉原・小林、2008など）。ただし、黒曜石
原石については、定量分析による元素組成値を確保した
上で原産地推定を行い、判別図作成や判別結果で検証を
することが望ましい。ここでは隠岐・九州地方における
黒曜石原産地の地質・岩石学的調査を行ない、蛍光X
線分析装置による元素組成を明らかにするとともに、望
月ほか（1994）、望月（1997）による元素組成比に基づ
く原産地推定法を使用して、鹿児島県大口市小原野遺跡
（後期旧石器時代・縄文時代早期）における黒曜石原産
地推定を行った。
1　蛍光X線分析による原産地推定の方法
1．測定方法
　蛍光X線法を用いて黒曜石の正確な元素分析値を得
るには、内部が均質で表面形態が一様な試料を作成し、
検量線法などによって定量的に分析を行うのが一般的で
あり、試料を粉砕してプレスしたブリケットを作成する
か、もしくは溶融してガラスビードを作成する必要があ
る。しかし、遺跡から出土した遺物は、通常、非破壊で
の測定が要求されるため、上記の方法をとることは困難
である。そのため、遺物に直接X線を照射する定性
（半定量）分析が行われている。このような直接照射に
よって発生する蛍光X線の強度そのものは、試料の状
態や装置の経年変化によって変動する可能性が高いが、
特定元素の強度同士の比を採った場合はその影響は小さ
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いと考えられている。今回は測定強度比をパラメータと
して原産地推定を行うこととした。
2．試料の前処理
　比較用の原産地採取原石については、必要に応じて新
鮮な破断面または研磨面を作成し、超音波洗浄器による
クリーニングを行った。遺跡出土遺物は、多くの場合新
鮮で平滑な剥離面があるため、試料表面をアルコールで
洗浄してから測定を行った。また、特に汚れがひどい試
料に関しては、超音波洗浄器を用いたクリーニソグを行
った。
れら7元素による原産地分析の有効性は、ガラスビー
ドを用いた定量分析によっても裏付けられている（嶋野
ほか2004）。ここでも、上記の判別方法に準拠するこ
ととし、原産地同定のパラメータにRb分率｛Rb強度
×100／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝、　Sr分率
｛Sr強度×100／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝、
Mn強度×100／Fe強度、　log（Fe強度／K強度）を用い
て判別図を作成し、判別分析は、Zr分率｛Zr強度×
100／（Rb強度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝を加えて
行った。
5．黒曜石原産地の判別
3．装置・測定条件
　蛍光X線の測定にはエネルギー分散型蛍光X線分析
装置JSX3201（日本電子データム製）を用いた。　X線
管球は、ターゲットがRh（ロジウム）のエンドウイン
ドウ型を使用した。管電圧は30KV、電流は抵抗が一定
となるよう自動設定とした。x線検出器は、　Si（ケイ素）
／Li（リチウム）半導体検出器を使用した。試料室内の
状態は真空雰囲気下とし、X線照射面径は20　mmとし
た。測定時間は、原産地採取原石が600sec、遺跡出土
試料が300secである。測定元素は、主成分元素はケイ
素（Si）、チタソ（Ti）、アルミニウム（Al）、鉄（Fe）、
マンガソ（Mn）、マグネシウム（Mg）、カルシウム
（Ca）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の計9元素、
微量元素はルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、
イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の計4元素の
合計13元素とした。また、X線データ解析ソフトに
は、明治大学文化財研究施設製；X－JSN－1．03を使用し
た。
4．原産地推定の方法
　黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガラス質
火山岩であるが、その構成成分は産出地による差異が認
められる。とりわけ微量元素のRb，　Sr，　Y，　Zrでは産出
地ごとの組成差がより顕著となる。このことから望月
は、この産地間の組成差から黒曜石の産地推定が可能で
あると考え、上記の4元素にK，Fe，　Mnの3元素を加
えた計7元素の強度比を組み合わせることで産地分析
を行っている（望月ほか1994、望月1997）。また、こ
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　（1）判別図
　判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および
判定基準が分かりやすいというメリットがある。また、
測定結果の提示に際し、読者に理解しやすいという点も
有効であろう。まず、各原産地採取試料（基準試料）の
測定データを基に二種類の散布図（Rb分率vs　Mn×
100／FeとSr分率vs　log（Fe／K））を作成し、各原産地
を同定するための判別域を決定した。次に遺跡出土資料
の測定結果を重ね合わせて大まかな判別を行った。基準
試料の測定強度比の平均値を表1に示す。
　（2）判別分析
　判別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定者
ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難しい。そ
こで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別
分析では、上記のパラメータを基にマハラノビス距離を
割り出し、各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確
率とは反比例の関係にあり、資料と各原産地の重点間の
距離が最も短い原産地（群）が第一の候補となる。なお、
分析用ソフトには明治大学文化財研究施設製；
MDR1．02を使用した。また、判別結果の参考資料とし
て、各原産地群（重点）間のマハラノビス距離を提示す
る（表2）。
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　表1隠岐・九州地方における黒曜石の測定値（強度比）
産　　地 Rb分率 Sr分率 Zr分率 Mn×100／FeLo9（Fe／K）
平均値： 29．0220 1．0180 57．1934 2．3740 0．3690
隠岐系
標準偏差： 2．2713 0．7853 3．4299 0．2078 0．0272
平均値： 31．6699 1．3048 513485 3．3915 0．4025
壱岐系
標準偏差： 0．7965 0．8301 0．8432 0．0618 0．0083
平均値： 37．2570 27．7524 19．1608 7．7075 0．2811
姫島系
標準偏差： 1．7727 1．6484 1．9246 0．1191 0．0106
平均値： 47．1721 12．6303 23．1919 3．7656 0．1742
腰岳系
標準偏差： 0．9122 0．9367 0．9631 0．0819 0．0074
平均値： 38．4054 16．2539 32．4227 3．7569 0．2045
針尾島系A 標準偏差： 1．3206 1．1733 1．4949 0．1070 0．0191
平均値： 33．0435 20．4305 34．8757 3．1507 0．2865
針尾島系B 標準偏差： 1．0075 0．9947 1．3735 0．2346 0．0245
平均値： 29．0619 23．2176 36．9843 2．9860 0．3524
牛ノ岳・淀姫系
標準偏差： 0．7154 0．7524 0．9024 0．0730 0．0102
平均値： 15．4207 49．6241 29．6012 2．5032 0．7292
亀浦系
標準偏差： 0．9601 0．6274 0．8008 0．3339 0．0566
平均値： 42．7180 8．7038 30．6702 2．8604 0．1604
大崎半島系
標準偏差： 0．8479 0．8305 1．0024 0．0908 0．0039
平均値： 28．8198 38．4908 23．3376 4．4123 02502
嬉野系
標準偏差： 0．8121 0．6139 09019 0．0981 0．0105
平均値： 27．9617 26．6400 32．3691 5．6127 0．2136
西小国系
標準偏差： 1．6679 2．6631 1．4280 0．1845 0．0174
平均値： 15．8006 36．2286 41．3825 2．1485 0．7898
阿蘇系1 標準偏差： 1．4767 3．7045 1．1961 0．0899 0．0161
平均値： 12．6825 46．8041 34．9651 2．0329 0．9786
阿蘇系皿
標準偏差： 0．9387 2．0040 1．0651 0．1305 0．0555
平均値： 42．3481 12．8972 28．7069 2．3672 0．1019
白浜系
標準偏差： 0．8574 0．8591 1．5801 0．1170 0．0198
平均値： 34．5614 18．0109 34．6321 2．2795 0．1546
日東系
標準偏差： 0．8716 1．1730 0．9215 0．0975 0．0092
平均値： 40．4601 14．8793 26．9901 5．7790 0．1017
桑木津留系
標準偏差： 1．1540 0．8427 1．2046 0．1161 0．0063
平均値： 10．5860 45．3487 38．5111 1．7888 0．9632
上牛鼻系
標準偏差： 0．6891 1．8188 1．3014 0．0596 0．0397
平均値： 27．8314 27．9207 32．5999 5．3507 0．3146
三船系
標準偏差： 1．3802 1．7297 1．1505 0．1618 0．0152
平均値： 30．6651 22．5111 33．1696 4．5588 0．3722
長谷系
標準偏差： 1．0977 0．9636 0．9439 α1380 0．0087
皿　隠岐・九州地方の黒曜石原産地
1．黒曜石原産地の名称と地理的な位置づけ
今回の黒曜石の原産地推定にあたっては、日本の黒曜
石産出地データベース（杉原・小林2004・2006）を使
用し、この中から、既存の文献・資料を参考にして現地
調査を行い、石器石材に利用可能と思われる黒曜石の産
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地を選択した。ただし、ここでは黒曜石原産地の候補
隠岐・九州地方に限定して考察しており、北海道、東
、北陸、関東・中部地方の各産出地については、検討
ていない。
黒曜石原産地（obsidian　source）の判別にあたっては、
産出地を火山体、島唄、河川流域、岩石区等の地形・
質的条件によって枠組みを行い、これを「地区」
area）と名づけ、現在、黒曜石を産出する地点（露頭・
布地など）を「産出地区域（単に産出地とよぶ）」
district）とした。今回の原産地推定に使用した「系」
series）は、「地区」内の「産出地」のうち、蛍光X線
析の結果に地形・地質情報を参考にして判別された地
的に隣接する「産出地」群で、岩石化学的原産地を指
。それぞれの「系」内の黒曜石産出地については、火
や貫入岩の位置、噴出物の産状や分布状態、黒曜石の
石学的特徴（含有する斑晶鉱物、球穎の有無、色調、
明度など）についても検討を行い、この原産地設定が
山地質学的に有意義であることを確認している。ただ
、同一の「系」内の産出地でも、複数の判別域が存在
る場合や、異なる「系」どうしで判別が困難な例も存
する。また、黒曜石産出地には、噴出源に近い1次
出地のほか、河川や海流によって遠方に運ばれた2
産出地があり、ここでの判別域は、必ずしも考古学的
産地（石器時代における採取地）を示すのではないこ
は言うまでもない。
．隠岐・九州地方の黒曜石原産地区分
　（図1、表3）
隠岐・九州地方の黒曜石原産地を17地区に分類し
。九州地方には、このほかにも、すでに知られている
曜石の細礫やパーライトの産出地があるが、石器石材
しては不適で使用されている可能性が少ないので除外
た。
「隠岐地区」：島根半島の約60km北方沖にある隠岐島
では、島の西半分を占めて弧を描くように中新世の隠
アルカリ火山岩類が、粗面岩、流紋岩質な溶岩、火砕
堆積物、岩脈として分布し、これらの地域では、各地
黒曜石を産出する（小林ほか、1980；島根県企画部、
980；沢田ほか、2000）。このうち五箇村の久見採掘場
古谷・田崎、1982）や鳥越トソネル付近では、厚さ数
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図1　隠岐　九州地方の黒曜石原産地地図
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表3　隠岐・九州地方の黒曜石原産地
地区（area） 系（series） 産出地（district）
隠岐地区 隠岐系 久見、鳥越トンネル、代港、箕浦、愛宕山、男池
壱岐地区 壱岐系 印通寺浦、平人触
姫島地区 姫島系 観音崎、北浦、（両瀬、稲積）
北松浦地区 星鹿半島系 牟田免、大崎免
腰岳地区 腰岳系 腰岳
針尾島系 針尾中町（旧海軍電波塔）、古里海岸、砲台山
佐世保地区 牛ノ岳系 牛ノ岳、飯盛山
淀姫系 淀姫神社
亀浦系 上岳郷
西彼杵地区
上土井行系 上土井行
大崎半島地区 大崎半島系 大崎半島
嬉野地区 嬉野系 椎葉川
西小国地区 西小国系 山甲川、高倉山（貫見）、上滴水
阿蘇地区 阿蘇山系 象ヶ鼻、長谷峠、杖木原、東上野、滝室坂、高野尾羽根溶岩、的石原野、鞍岡、竹田市
球磨村地区 白浜系 那良川、白浜林道（第二白浜橋）
日東系 日東、狸々、小川内、荒平、五女木
大口地区
桑木津留系 桑木津留、上青木、大塚林道
串木野東地区 上牛鼻系 上牛鼻、平木場
三船地区 三船系 老人ホーム裏、三船海岸
垂水地区 小浜系 小浜
大根占地区 長谷系 長谷
～10数mの白色火砕流中から円形～楕円形をした黒曜
石岩塊が多量に認められる。西郷町の今津や加茂で岩脈
として産出する黒曜石は、多くがパーライト状で脆く崩
れやすく、マレカナイトの小礫を含む（飯塚・三浦、
1965）。このほか、愛宕山山頂付近でも転石として黒曜
石礫が産出するが、量は多くない。また、島の北西岸の
久見海岸、代港、南岸の加茂、福浦、箕浦、男池周辺な
どの海浜地帯では、海浜礫として黒曜石が認められる。
これら島後各地で認められる黒曜石を一括して隠岐系と
する。
　「壱岐地区」：長崎県の壱岐島では、鮮新世中期～後期
に噴出した流紋岩溶岩が地域的に分布していて、この流
紋岩起源と考えられる黒曜石産出地が、芦辺町江角触、
本村触、石田町印通寺君ヶ浦、久喜の4ヶ所より報告
されている。（坂田、1982）。このうち、島の南部にあ
たる石田町平人触・久喜触では、久喜流紋岩（竹下ほか、
1987）に属すると考えられる黒曜石が畑に転石として、
また印通寺では、初瀬流紋岩（竹下ほか、1987）に由
来する黒曜石が海浜の円礫として認められる。島の北部
にあたる江角触の黒曜石は、江角流紋岩（竹下ほか、
1987）に由来するものであるが、分布範囲が狭く、節
理によって細片となっており、石器石材として不適なも
のが多い（長岡ほか、2003）。この地域から産出する黒
曜石を壱岐系とする。
　「姫島地区」：大分県の姫島は、更新世中期に噴出した
複数の溶岩円頂丘や火砕丘から構成されおり、このう
ち、観音崎周辺にある城山火山（伊藤、1989・1990；
伊藤ほか、1997）では、観音崎先端の海上部分に厚さ
10m以上の黒曜石質溶岩が認められ、いわゆる灰白色
をした「姫島産黒曜石」の原産地として有名である（角
縁、2003）。観音崎に近い北浦では、城山火山に由来す
ると考えられる多量の黒曜石が海浜礫として産出する。
このほか、姫島西部の達磨火山の追崎流紋岩質火砕流、
達磨流紋岩質溶岩、東部の稲積火山の柱ヶ岳流紋岩溶岩
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（ブドウ状黒曜石）、稲積火砕丘堆積物などに黒曜石の小
礫を僅かに伴う（潮見、1980；長岡ほか、2003）。これ
らの溶岩円頂丘の周辺海岸地帯では、海浜礫として黒曜
石が産出する。しかし、これらの地域から産出する黒曜
石は全て良質ではない。よって、観音崎と北浦で産出す
る良質な黒曜石を姫島系とする。
　「北松浦地区」：星鹿半島の松浦市星鹿町牟田免や御厨
町大崎免では、玄武岩質溶岩（松浦玄武岩）を覆う厚さ
50～100cmの褐色～赤色の土壌（レス）や、下位の中
～細礫大のチャートや花嵩岩礫から成る厚さ50cm以下
の砂礫層中に、直径10cm以下の亜円礫の黒曜石が含ま
れる。黒曜石礫の多くは、表面が蜂の巣状に溶食されて
いるが、内部は光沢があり、無斑晶質なものが多い。こ
のほかの黒曜石礫には、斑晶の多いものや光沢の無いも
のも含まれる。この地域の海抜20～30mの定高性のあ
る台地または丘陵状の地形は、かつての海岸段丘と考え
られるが、段丘砂礫層はすでに削剥され、赤色風化した
玄武岩が直接露出していることが多く、黒曜石の分布も
偏在していて、周辺地域には直接、黒曜石を供給するよ
うな流紋岩体も見当らない（長岡ほか、2003）。この黒
曜石を含む砂礫層は、海成段丘を構成していたものが転
石として再堆積したと推定される。この地域から産出す
る黒曜石を星鹿半島系とする。
　「腰岳地区」：腰岳山頂部を構成する有田流紋岩（今井
ほか、1958：松本・山崎、1960）は60～70mの厚さを
有し、その下部約10mが黒曜石部分となっている（長
岡ほか、2003）。黒曜石は急崖に囲まれた山頂部に分布
するため山麓へ崩落し、周囲の山麓地帯では崖錐堆積物
中に人頭大から拳大の転石として褐色土壌（レス）中に
大量に認められる。石器石材としての黒曜石の産地とし
ては九州最大の規模で、いわゆる「腰岳産」として知ら
れている。この地域から産出する黒曜石を腰岳系とする。
　「佐世保地区」：長崎県佐世保市針尾島針尾中町（旧海
軍電波塔）では、地表面を覆う厚さ200cm以下の別当
礫層（阪口・迎、1969）中から大～中礫の黒曜石が大
量に産出する。ただし別当礫層は、針尾中町付近のごく
狭い範囲にしか分布しない。黒曜石の表面は著しい溶食
を受けてしわや凹凸が目立つ独特の形状を示すが、内部
は光沢のある斑晶の少ないものが多い。なお、別当礫層
は段丘構成層と考えられている（阪口・迎、1969）が、
この地域には、地形的に段丘は認められていない（九州
活構造研究会、1989）。このことから、かつて周辺に存
在していた溶岩円頂丘からの火砕流か崖錐堆積物と推測
される（長岡ほか、2003）。また、針尾島南西の針尾東
町や砲台山の海岸でも、海浜礫に別当礫層起源とみられ
る黒曜石の細礫が含まれている。これらの地域から産出
する黒曜石を針尾島系とする。
　佐世保市針尾島北部の牛ノ岳や飯盛山などには、溶岩
円頂丘を形成する松岳流紋岩（長浜・松井、1982）の
周縁部に分布する弱溶結した火砕流堆積物や崖錐堆積物
に黒曜石が含まれており、牛ノ岳山麓の表土中では黒曜
石の中～細礫が散在する（長岡ほか、2003）。これらの
地域から産出する黒曜石を牛ノ岳系とする。
　長崎県佐世保市東浜町で淀姫神社のある海抜10m前
後の海成段丘を覆う厚さ50～100cmの表土の中に中～
細礫の黒曜石礫が散在する。しかし、下位の海成段丘礫
層の中には黒曜石は含まれておらず、母岩となるような
流紋岩も分布していないことから、南側対岸に分布する
松岳流紋岩から二次的に移動した可能性も考えられる
（長岡ほか、2003）。この地域から産出する黒曜石を淀
姫系とする。
　にしそのぎ　　　　　　　　　　　　　せいひ　「西彼杵地区」：長崎県西彼町上岳郷・中山郷・亀浦
郷・八木原郷では、亀浦流紋岩（田島、1975）から黒
曜石質岩石が産出する。流紋岩溶岩は溶岩円頂丘を構成
していて、黒曜石質岩石は流紋岩の周縁部または基底の
崖錐堆積物などの角礫層中に存在しており（長岡ほか、
2003）、なかでも明喜田付近の黒曜石質岩石は、中礫以
下の亜角礫として豊富に産出される。また、亀浦流紋岩
分布地域北方の西彼町八木原古林では、鮮新世の横瀬玄
武岩（田島、1987：阪田・迎、1969の瀬川玄武岩）を
覆う崖錐堆積物中に黒曜石質礫として含まれる（長岡ほ
か、2003）。これらは周辺の流紋岩から二次的に堆積し
たと推定されるが、量的に多くない。これらの地域から
産出する黒曜石質岩石を亀浦系とする。
　長崎県西彼町八木原郷の上土井行付近では、基盤の結
晶片岩を覆う土壌や斜面堆積物中に黒曜石の中～細礫が
僅かに散在する（坂田、1982）。おそらく、かつて基盤
を覆っていた崖錐や風化堆積物から洗い出されたもの
が、耕作によって二次的に移動したものと考えられる。
この地域から産出する黒曜石を上土井行系とする3）。
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　「大崎半島地区」：長崎県川棚町大崎半島の松岳流紋岩
（阪口・迎、1970：長浜・松井、1982）には、しばしば
パーライトまたは黒曜石質部分が挟まれていて、周囲の
波食棚では厚さ1m以下の黒曜石質溶岩が露出する。
この黒曜石質溶岩の一部は、崖錐堆積物や海浜礫として
周辺の海岸などに広く分布する。この地域から産出する
黒曜石を大崎半島系とする。
　「嬉野地区」：佐賀県嬉野町岩屋川内、椎葉川河床の黒
曜石は、塊原（1990）によって初めて紹介された原産
地である。この地域では、河床には厚さ約25m以上の
流紋岩溶岩（椎葉川流紋岩）が露出し、その間に3枚
以上の厚さ1～2mの黒曜石の地層が狭まっている（長
岡ほか、2003）。椎葉川の河床には、黒曜石が礫として
多量に散在し容易に採取できる。なお、右岸の松尾付近
の溶岩台地上にも黒曜石礫が散布している。これらの地
域から産出する黒曜石を一括して嬉野系とする。
　「西小国地区」：筑後川上流にあたる杖立川の流域、大
分県大山町松原ダム～熊本県小国町山甲川流域（大分県
大山町、熊本県杖立町・小国町）のメサ状地形の山頂部
には、山甲川流紋岩（万年山溶岩）が分布する（鎌田、
1985：1997）。山甲川流紋岩は、下部が火砕流堆積物、
上部が溶岩流からなり、下部の火砕流と上部の溶岩流下
部に、黒曜石が含まれる（長岡ほか、2003）。大山町高
倉山山頂南方では、黒曜石質溶岩が流紋岩に伴って分布
していて、貫見付近の沢筋では転石として認められる。
また、小国町上滴水川付近では、山甲川流紋岩に挟まれ
る黒曜石質溶岩からの転石が河床礫として分布する。こ
れらの地域周辺の大山町久栄谷、汗入場、天瀬町竹ノ
首、杖立温泉東方の山甲川周辺などでも、山甲川流紋岩
から再堆積した黒曜石が斜面堆積物や河床礫として認め
られる。これら各地から産出する黒曜石を一括して西小
国系とする。
　「阿蘇地区」：熊本県と大分県にまたがる阿蘇カルデラ
と外輪山の広大な裾野に分布する阿蘇一1～4噴出物（溶
岩・火砕流）中に、しばしば黒曜石質部分が含まれる。
①熊本県阿蘇郡阿蘇町と一の宮町の境界にある象ヶ鼻付
近（カルデラ北壁）では、阿蘇2火砕流堆積物の基底
付近の強溶結した部分に黒曜石質部分が認められ、「阿
蘇象ヶ鼻産ガラス質溶結凝灰岩」とよばれる（小畑ほか、
2001；渡辺ほか、2001）。②阿蘇郡白水村の阿蘇外輪山
南壁の長谷峠では、阿蘇一3火砕流堆積物中に岩塊状に
黒曜石質岩石が認められる（岡本、2003）。③阿蘇郡産
山村の杖木原では、褐色火山灰層（ローム層）中から黒
曜石質岩石を産出する。おそらく阿蘇火砕流からの崖錐
堆積物と考えられる。④上益城郡御船町東上野の国道
445号線沿いでは、阿蘇一20r　3火砕流堆積物中に黒曜
石質の拳大礫が認められる（岡本、2003）。⑤阿蘇郡一
の宮町滝室坂の国道57号線沿いでは、阿蘇一2A火砕流
堆積物中に礫状に黒曜石質岩石が含まれていて、「阿蘇
外輪山産黒曜石」と報告されている（坂田、1982）。こ
この黒曜石質岩石は、安山岩としての化学組成を示す。
⑥阿蘇郡長陽村の国道325号線沿いに露出する高野尾羽
根火溶岩（火山研究所溶岩）に、黒曜石質部分が認めら
れる（小野・渡辺、1985、渡辺、2001）。⑦阿蘇町の的
石原野では、阿蘇一4火砕流堆積物に由来する砂礫層中
に黒曜石質岩石の小礫が認められる（岡本、2003）。⑧
宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡では、国道265号線沿いに
流れる五ヶ瀬川の河床には阿蘇一3火砕流に対比できる
可能性がある堆積物の中に黒曜石質岩石が認められる
（藤木、2002；岡本、2003）。⑨大分県竹田市挟田付近
の阿蘇一4A火砕流中には、巨大な黒曜石質レソズが認
められる（星住ほか、2006）。このほか、阿蘇火山噴出
物では多くの地点で火砕流堆積物の溶結部分が黒曜石質
である場合や、非溶結の火砕流堆積物中に黒曜石質岩石
の小礫を含む場合がある。これら各地から産出する黒曜
石質岩石を阿蘇山系とする。中でも①を阿蘇山系1、
②・③・④を阿蘇山系1と暫定的に細分する4）。
　「球磨村地区」：熊本県球磨村では、球磨川支流の那良
川沿いの那良口、俣口、宮の尾橋とその最上流部にあた
る白浜林道第二白浜橋付近では、黒曜石が河床礫として
多量に産出する。かつて坂田（1982）によって紹介さ
れた産出地であるが、黒曜石の起源については不明な点
が多い。この地域から産出する黒曜石を白浜系とする。
　「大口地区」：鹿児島県大口市西部の日東、芳ヶ野、狸
々、小川内、荒平、五女木付近では、各地でさまさまな
大きさの黒曜石の礫が産出する（藤井、1962；坂田、
1982；成尾、2000・馬籠、2002a・b）。これらの黒曜石
は、山野流紋岩または大口流紋岩とよばれる白色の火砕
流堆積物またはパーライト状溶岩から産出していて、斑
晶を含み松脂状光沢のあるものが多い。五女木付近で産
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出した最大直径1．5m前後の黒曜石岩塊ほか3個は、明
治大学黒耀石研究セソターに展示してある（杉原・檀原、
2007）。この地域から産出する黒曜石を日東系とする。
　熊本県、宮崎県、鹿児島県の3県境界付近の熊本県
　　　くわのき　つ　る人吉市桑木津留や鹿児島県大口市上青木付近（馬籠、
　　　　　　　　　　　　　　　　まねががひら2002a・b）、宮崎県えびの市西方の間根ヶ平林道・大塚
林道では崖錐堆積物や転石として黒曜石がしばしば認め
られる。これらの黒曜石は、かつて坂田（1982）が桑
ノ木津留産としていたもので、小～中礫サイズのものが
多い。しかし大口市とえびの市の境界付近の林道開削の
際の露頭では、火砕流堆積物と考えられる厚さ約5m
の白色粘土層が観察でき、ここから直径10cm前後の黒
曜石が採取できた。この地域から産出する黒曜石を桑木
津留系とする。
　「串木野東地区」：鹿児島県串木野市東方の宇部、薩摩
　　　　　　　　　　　　　ひらこ　ぱ川内市上牛鼻、野下、市来町平木場では、尾木場流紋石
（宮地・宮地、1975）または市来酸性岩類（成尾、2000）
に由来する岩砕流堆積物または転石として人頭大または
拳大の黒曜石質岩塊が認められる（大久保、1991；馬
籠、2002a）。また、これらの地域を流れる八房川や五
反田川流域でも河床礫として産出する。どこの地点でも
肉眼的観察では光沢や粘りのない岩質を示していて、化
学組成からも、偏光顕微鏡下の岩石組成からもむしろガ
ラス質溶結凝灰岩と判断される。これらの地域から産出
する黒曜石質岩石をすべて上牛鼻系とする。
　「三船地区」：鹿児島市竜ヶ水駅（日豊本線）南方の三
船付近（老人ホーム裏）の崖面には、三船流紋岩（大木・
早坂、1970；山口、1975；大木、1991）が露出し、こ
こからの転石として多量の黒曜石礫が認められる（馬籠、
2002）。さらに、黒曜石は崖下の鹿児島湾沿いの海岸で
も海浜礫として産出する。ここの黒曜石は、灰色～アメ
色の光沢がある黒曜石であるが、班晶を多く含む。この
地域から産出する黒曜石を三船系とする。
　「垂水地区」5）：鹿児島県垂水市小浜では、集落を流れ
る小河川の源流部にあたる峡谷に黒曜石の亜角礫～円礫
が認められる（馬籠、2005）。峡谷に露出する妻屋火砕
流堆積物（小林・岩松、1980）中に直径20cm以下の
黒曜石の亜角礫が含まれていることから、河床に散乱す
る黒曜石は、この火砕流堆積物からの転石と考えられ
る。ただし、この火砕流堆積物の下位にくる牛根流紋岩
（小林ほか、1977；小林・岩松、1980）の基底部約1m
が黒曜石となっているとされ、この部分からの転石もあ
る可能性がある。肉眼的観察では、大きな斑晶を含むも
のが多い。この地域から産出する黒曜石を小浜系とする。
　おおね　じめ　「大根占地区」：鹿児島県大根占町南方の長谷付近で
は、基盤（頁岩）に不整合に重なる厚さ3～8mの砂礫
層中（大隈砂礫層・大根古礫層；種子田・入佐、1966；
中村・橋本、1991）に黒曜石の亜円礫～円礫（最大直
径20cm）が他の礫種に混じって多量に産出する（馬籠、
2002）。この黒曜石を含む河成礫層は、阿多カルデラを
噴出源とする鳥浜火砕流に覆われる。この地域から産出
する黒曜石を長谷系とする。
3．黒曜石原産地の判別
　蛍光X線分析による元素組成比から作成したRb分
率図（Rb分率vs　Mn×100／Fe）とSr分率図（Sr分率
vs　log（Fe／K））の判別図から、隠岐・九州地方の黒曜
石原産地の多くが判別図による原産地の識別が可能であ
る。針尾島系については、針尾島系Aと針尾島系Bの
2つの判別域に分かれる。これは針尾系が、崖錐堆積物
や段丘堆積物として二次的に堆積したためと考えられ
る。星鹿半島系は、Rb分率、　Sr分率とも判別域が分散
していて、原産地を判別することは難しい。これは星鹿
半島系が海岸段丘を形成していた礫層を起源とするた
め、複数の原産地の黒曜石が混在しているためと考えら
れる。淀姫系と牛ノ岳系は判別域がまったく一致し、牛
ノ岳原産地と淀姫海岸との距離は海を隔てて約10kmの
位置にあることから、淀姫系の黒曜石は牛ノ岳系の黒曜
石が二次的に堆積したと考えられる（本報告では牛ノ
岳・淀姫系とよぶ）。大口市周辺に分布する白色の火砕
流堆積物は、大口市西部の日東系と同東部の桑木津留系
からなる。亀浦系、阿蘇系、上牛鼻系は、いずれもデイ
サイト質～安山岩質のガラス質溶結凝灰岩であることか
ら近い判別域にあると考えられる。
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　　　こばるの皿　小原野遺跡の概要
　ここでは『小原野遺跡』発掘報告書（鹿児島県大口市
教育委員会、1999）に記載されている内容を中心に遺
跡の概要を紹介する。
1．遺跡の立地と出土層位
　小原野遺跡は、鹿児島県大口市小原野に所在する遺跡
である（図2）。この遺跡は、大口盆地西部の標高550～
580mの比較的平坦な尾根筋からなる高原状の山地に立
地していて、遺跡の周辺地域は日東産の黒曜石原産地で
もある。この遺跡からは、後期旧石器時代と縄文時代早
期の遺物が出土するが、主体をなすのは後期旧石器時代
である。
　旧石器時代の出土遺物は、ナ・イフ形石器文化期から細
石器文化期にかけてのもので、約2000m2の範囲から黒
曜石剥片類を中心とする77000点もの遺物が出土してい
る。定型石器では、ナイフ形石器、台形石器、三稜尖頭
器、細石器等が見つかっているが、特にナイフ形石器の
出土点数が群を抜いて多く、この時期の石器の主体を占
める。これらの遺物は、黒色（埋没）腐植土層（IVb層）
から黄褐色粘土層（Vb層）にかけての厚さ約50　cmの
層準から出土しおり、Vb層では姶良Tn火山灰（AT；
2．4～2．5万年前）起源と考えられる火山ガラスが検出さ
れている。
　縄文時代早期の遺跡は、鬼界アカホヤ火山灰（K－
Ah；約6300年前）（皿層）下位の暗黄褐色土層（皿層）、
黒色（埋没）腐植土層（】Va層）からの発見である。こ
こから出土する土器は、撚糸文土器、押型文土器、塞ノ
神式土器、条痕文式土器等で、石器類も含め約1500点
の遺物総数があった。
2．黒曜石製遺物の出土状況
　（1）後期旧石器時代
　この遺跡から出土した黒曜石製遺物は、ナイフ形石器
108点、台形石器12点、三稜尖頭器42点、掻器・削器28
点、敲石9点、二次加工剥片30点、細石刃核18点、細
石刃20点、分割礫・母核等を含めた石核約382点の他
は、剥片や砕片である。これらは肉眼観察により以下の
ように区分されている。黒曜石A類：不純物（斑晶鉱
難
　　N
鍛・
聾
小原野遺跡 100km
　　　図2　小原野遺跡の位置
（1：50000地形図「出水・大口」図幅）
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物）を多く含む光沢がある黒色の黒曜石で、日東産黒曜
石とされる。黒曜石B類：日東産の黒曜石に似るが、
透明度がある黒色にカラメル色の縞が入る。黒曜石C
類：微細な気泡と斑晶を含む飴色をした良質な黒曜石
で、桑木津留産とされる。黒曜石D類：剥離面が墨色
の光を通さない黒曜石で、表面の風化が著しい。黒曜石
E類：C類に似るが、黒色が濃く透明度が少し落ちる。
黒曜石F類：上記した以外の黒曜石で、ネズミ色や灰
白色を呈するものがある。発掘の際の黒曜石製石器の出
土点数（総点数：76，149点）では、黒曜石Aが99．2％
を占め、黒曜石B類が0．5％、黒曜石C類は0．2％に過
ぎない。また、出土総重量（320，355g）に占める割合
は、黒曜石A類が98．4％で黒曜石B類が1．3％、黒曜石
C類が0．1％である。したがって、小原野遺跡は日東系
黒曜石の採取・石材流通を目的とした原産地的遺跡と考
えられている（中村、2003；鹿児島県大口市教育委員
会、1999）。
　（2）縄文時代早期
　出土した石器は58点で、報告されている黒曜石製遺
物は小型石鎌（長軸1cln以下のもの）6点、石錨i　6点、
剥片資料4点、石核2点である。小型石鎌は、透明度
が高く桑木津留産とされ、そのほかも気泡が無く、ねず
み色の色調であることから、日東産以外のものとされ
た。石鍬の1点については、日東産とされている。
　3）　日東産黒曜石の石器石材としての利用
　後期旧石器時代には、黒曜石礫の重さが2kgに達す
る分割礫が多く見られることから、比較的大きな礫塊を
遺跡内に持ち込んで加工した原産地的遺跡であると言え
る。しかし、日東産黒曜石は大きな斑晶を含み、打撃を
加えると細かく砕けることから、石器石材として、必ず
しも適しているとは言えない。黒曜石原石は礫皮面除去
のため、調整剥離を複数回行なった段階で廃棄されてい
る分割礫や大きな石核調整剥片が多く残されていること
から、石器製作の際に試し割をして廃棄されたものが多
いと考えられている。
　石器石材としては、日東産より桑木津留産が適してい
るにもかかわらず、小原野遺跡のような原産地的遺跡が
存在した理由については、日東産黒曜石原産地と比較し
て桑木津留産黒曜石原産地が険しい山稜と渓谷が占める
山地内に存在することや黒曜石の産出量が少ないことが
挙げられるかもしれない。
］V　小原野遺跡出土黒曜石製遺物の原産地推定
1．後期旧石器時代（KBN1：図3・5、表4）
　黒曜石製遺物の原産地推定結果では、測定点数283点
のうち、242点が判別可能であった。このうち大口地区
日東系が221点で91．3％と非常に高い割合を占め、同地
区桑木津留系が9点と続いている。残りは腰岳地区腰
岳系、佐世保地区針尾島系A、同地区針尾島B、同地区
牛ノ岳・淀姫系、串木野東地区上牛鼻系、三船地区三船
系が認められた。
　報告書に記載されている黒曜石分類と原産地推定の結
果を比較すると、黒曜石A類中の3点が、桑木津留
系、三船系、針尾島系Aと異なる原産地に判別され
た。黒曜石E類の2点が、腰岳系と針尾島系Aに推定
され報告書との翻齪が生じた。その他は、報告書と同様
の結果が得られた。
　ナイフ形石器を原産地別でみると、判別点数87点中
83点が日東系となり、桑木津留系が2点、腰岳系、針
尾島系Aが各1点となった。報告書の記載では、黒曜
石製のナイフ形石器は91点出土し、黒曜石A類83点、
黒曜石B類3点となっており、今回の結果とほぼ矛盾
が無い。三稜尖頭器、掻器・削器もほぼ日東系であっ
た。台形石器は、判別点数8点中、4点が日東系、桑木
津留系、上牛鼻系が各2点であった。細石器は判別点，
数28点中、23点が日東系であり、残りは牛ノ岳・淀姫
系、針尾島系A・Bであった。
　以上のように、石器製作の主体を占める黒曜石原産地
は日東系であることが理化学的方法により再確認され、
黒曜石D～F類の原産地が詳細に判明し、多様性を認め
ることができた。
2．縄文時代早期（KBN2：図4・5、表4）
黒曜石製遺物の原産地推定結果では、測定点数16点
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図3－1　小原野遺跡の原産地判別図1（後期旧石器時代：Rb分率）
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表4　小原野遺跡における産地推定の集計結果
のうち、13点が判別可能であった。このうち日東系が6
点、桑木津留系が3点、腰岳系が2点、残りは針尾島
系A、針尾島系Bが1点ずつ認められた。
　石錺i（小型石鎌も含む）の原産地として桑木津留系3
点、腰岳系2点、針尾島A系、針尾島B系が各1点と
推定された。対して、剥片資料や石核は、全て日東系で
あった。
　なお、報告書に日東産と記載されていた石鑛について
は、針尾島系Bと判定されている。
3．原産地分類基準用剥片の分析
　　（KBN3：図4・5、表4）
　肉眼観察による黒曜石の分類に即して剥片を抽出し、
原産地推定を行った。黒曜石A～E類は各5点、黒曜
石F類は21点で、総点数46点である。結果は、判別点
数が26点であり、このうち日東系が10点、牛ノ岳・淀
姫系が6点、上牛鼻系が4点、針尾島系Bが3点、桑
木津留系が2点、大崎半島系が1点であった。この成
果と黒曜石A～F類を対応させた結果を以下に述べる。
まず、黒曜石A類（日東系黒曜石）については、5点
全てが判別でき、日東系であった。次に、黒曜石B類
（赤スジ黒曜石）は、5点全てが判別でき、日東系であ
った。黒曜石C類（桑木津留産黒曜石）は、5点中2
点が判別でき、桑木津留系であった。黒曜石D類は、5
点中4点が判別でき、上牛鼻系であった。黒曜石E類
については、風化皮膜が発達しており、全て判別が出来
なかった6）。黒曜石F類は、21点中10点が判別でき、6
点が牛ノ岳・淀姫系、3点が針尾島系B、1点が大崎半
島地区大崎半島系であった。このようにF類はいくつ
かの原産地が混在しているようである。
4．上土井行系の可能性について（図6）
　西彼杵地区の上土井行系は、現在、原石の入手が困難
であり判別分析に用いるだけの数量の確保が難しい。こ
こでは、上土井行系の原石1点の測定値と、上土井行
系の可能性がある遺物の測定値を判別図にプロットし
た。判別図の検討を行うとRb分率図・Sr分率図とも
に上土井行系に重なるように分布する遺物が3点認め
られた。ここでは、これらの遺物について上土井行系の
可能性を指摘するにとどめ、今後の原石試料の増加を待
って、さらに検討を加えたい。
? ? ?
　小原野遺跡の原産地と石器群との関係について簡単に
述べる。後期旧石器時代は、近接する日東系の黒曜石原
産地に依拠した遺跡7）であり、補助的に桑木津留系の黒
曜石を利用しているようである。上牛鼻系の黒曜石原産
地は、小原野遺跡から約50km南西にあるが、このよう
な脆くくずれ易い石材をわざわざ搬入した理由は何であ
ろうか。いずれにせよ後期旧石器時代には、すでに小原
野遺跡から約150km以上北方の九州北西部の黒曜石原
産地や、約50km南方の鹿児島南部から産出する黒曜石
を搬入していた。このように遠隔地にある黒曜石原産地
からの搬入が意識的に行なわれたものか、それとも偶然
性の高いものかを明らかにするには、周辺地域の遺跡出
土の黒曜石製遺物の原産地推定を進める必要があると考
えられる。
　縄文時代早期になると状況は一変して、石鎌は日東系
以外、剥片資料と石核は日東系というような器種と原産
地の明確な関係が認められた。これは、石鎌には良質な
黒曜石を用いるという傾向が表れているのかもしれない。
　以上のように、後期旧石器時代と縄文時代早期では遺
跡と原産地との係わり合いに変化が起きている可能性が
ある。
　なお、この黒曜石製遺物の原産地推定結果について
は、遺跡における出土状況や石器製作との関係からも検
討をすることによって、黒曜石の原石や製品（半製品）
の流通経路や技術の伝播が明らかになると考えられる。
　現在、小原野遺跡と隣接する出水市上場遺跡（池水、
1967；鹿児島県出水市教育委員会、2007）出土の黒曜
111
98
7
6
?????????
3
2
1
灘隠岐系
鱗姫島系
欝腰岳系
／／牛ノ岳・淀姫系
tt蜊阡ｼ島系
蜜西小国系
／ttt白浜系
麟桑木津留系
灘三船系
■KBN2
W壱岐系
・星鹿半島系
　針尾島系
　亀浦系
tt嬉野系
×阿蘇山系
．、日東系
鑛上牛鼻系
懸長谷系
▲KBN3
0
　0
…
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＿＿＿一一一
P＿＿姫暴駅．一一＿＿一＿－1＿一一一＿一一＿
　　　　　1　　　　謡蹴　　　・t．t　　　　　　　　　　　　I
　　　　　l　　　　曽撫1鍮響　　　　　　　　　l
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
＿＿一＿＿＿一一＿＿＿＿L＿一＿＿一＿一＿＿＿＿一一一L＿＿＿＿一一＿一＿一＿＿＿＿⊥一＿＿＿＿一＿一＿一＿＿＿＿
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
聡馨蛾磁丞津解…u　．　．　．　’　m
　　　　　I　　長容素一　…一…一一一…－1－一一一一一…一一一『　
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
－’　　一一’一一一 @一一一　一「一一一一一一一一一一一『一’「’一一一一一一
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　亀浦系1牛ノ岳
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　阿蘇山系
上牛鼻系、　　　　　l
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　i
－一　一一一一一一一一一一一 P－一一一一L－一一一一一一一一トー一一一一一一一一　一一一一　一トー一一一一一一　一一一一一　一一＋一一一一一一一一一　＿＿m＿＿＿→一＿一　一＿＿一　＿＿＿一＿＿＿i
1
墨撃系A嚇桑一一一一……一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　
　　一一一1＿一．T．　崎半島系＿＿＿
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　i㍊　白浜系i
　　－－－　－－－－－u－　　　－tt－－　．ユ－－－－－－－－－－－－　，　系I　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
10 20 　30
Rb分率
40 50 60
図4－1　小原野遺跡の原産地判別図3（縄文時代早期、原産地分類基準用剥片：Rb分率）
oお
?????
蕪隠岐系
欝姫島系
鍵腰岳系
t’t萩鴻m岳・淀姫系
・大崎半島系
tt ｼ小国系
t／t 瀦l系
籔桑木津留系
X三船系
■KBN2
壱岐系
鷲壱岐系
ｯ鹿半島系
、針尾島系
．亀浦系
　嬉野系
×阿蘇山系
鶏日東系
縢上牛鼻系
X長谷系
▲KBN3
長AN
阿蘇山系1
大崎半
i針尾島系
白浜系
　　旧東系
津留系
＝船系
鴛『懸鐸i嬉野系
西小国系
　30
Sr分率
図4－2　小原野遺跡の原産地判別図4（縄文時代早期、原産地分類基準用剥片：Sr分率）
112
　　　　　　こ　ばる　の鹿児島県大口市小原野遺跡における黒曜石製遺物の原産地推定
as腰岳系
囲針尾島系B
■大崎半島系
ロ桑木津留系
■三船系
国針尾島系A
日牛ノ岳・淀姫系
9日東系
国上牛鼻系
図5－2（縄文時代早期：KBN2）
　　　　　154、231％
　　　　　　　77箋
　　　　　　　77N
　　46．2％
N腰岳系
Z針尾島系B
■大崎半島系
ロ桑木津留系
■三船系
国針尾島系A
目牛ノ岳・淀姫系
9日東系
囲上牛鼻系
図5－3（原産地分類基準用剥片：
　　　KBN3）
?123！
㌔511
?????
ウ
?、
?451
?77
385％
38％
国腰岳系
囮針尾島系B
■大崎半島系
ロ桑木津留系
■三船系
国針尾島系A
目牛ノ岳・淀姫系
日日東系
囮上牛鼻系
図5　小原野遺跡における原産地利用構成
9
8
7
6
?「??????? ? ?
3
2
1
0
　0
………一一… gー…一…一一一一＋＿＿＿一一一＋一．＿姫
　　　　　　　　　i繕
　　　　　　　　　i
摯一亘盤
　　　　　　　朔　　　　　櫓’　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　I
???
??????
一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿
　　　　　上土井行系i
　　　　　　l　　　　　　I　　　　　　1
　　　　　　1
－一一一一一一一一一一一一一
P－一一一一一一一一一一一一一一
　　　　　　；　　　　　　　　1
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　亀浦系1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　。　　1淀姫
　　　　　　1　　　　　　　　　　　綿ご　’　　　　　　　　　　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　’＿　　　　　　　　　　I
　　　　　　l　阿蘇山系
上牛鼻系l　　　　　l
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
三船系　　｛
。　　　　嚢1　鷺
　　　　　1
轟隠岐系
撫姫島系
灘腰岳系
t’t’^牛ノ岳・淀姫系
t…t／蜊阡ｼ島系
t・・柏ｼ小国系
tt白浜系
Pt桑木津留系
叢三船系
■上土井行系
×2回目
ra壱岐系
・星鹿半島系
・針尾島系
煮、亀浦系
／tt??n
X阿蘇山系
鼠日東系
鐡上牛鼻系
搬長谷系
△1回目
一｝一一一一一一一一一
?????
　…一　一…????…??…
?????
，????????????????????ーー一一一一一一一一　一「一一一一一一　一一一　一胃一一
　　　壱岐
牛ノ岳・，
桑木津留剰
系A－一堰岳系＿＿一．．一．．一
　　　磁翻、
監．。。＿十奪》大崎半島系＿一一一一一一
　　　　　　　　　　　　　　＿　＿L　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿
　　　 　 　　　　　　　隠岐系l
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　i
　T　　　　　　　　　　　　 g　　　　　　　　　　　　　　トリド　　　　　　　　　　　　ト　り＋　　　　　　　　　　　＋　ロ　　り　　　　　　　　　マ　　　　　り　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　：
蟹璽素璽晦一一………
i
10 20 　30
Rb分率
40 50 60
図6－1　上土井行系に関する判別図1（RB分率）
石製遺物についても原産地推定を進めている。さらに、
日東遺跡（牛ノ濱、2003）、五女木遺跡（池水寛治氏発
掘）など大口盆地周辺の遺跡出土の黒曜石製遺物につい
ても、原産地推定を進めることにより、「日東原産地遺
跡」の全貌が明らかに出来ると考えられる。
　　　　　　　　　　　　謝辞
　長崎大学教育学部の長岡信治氏、鹿児島大学法文学部
の森脇　広氏、鹿児島県立埋蔵文化財センターの牛ノ濱
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修氏、大分市教育委員会の荻幸二氏には黒曜石の原産地
調査に同行していただいた。鹿児島県教育委員会文化財
課の前迫亮一氏には文献・資料の紹介をしていただい
た。明治大学文化財研究施設の長井雅史氏と柴田徹氏に
は黒曜石の肉眼観察や岩石化学的分析をお願いした。大
口市教育委員会図書館の方々には、明治大学黒耀石研究
センターへの五女木産黒曜石岩塊の搬出に引き続き、黒
曜石製遺物の借用に際していろいろとお世話になった。
あわせて、ここに厚くお礼申しあげます。
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岩石学的な名称は「黒曜岩」であるが、ここでは考古学分
野での通例に従い「黒曜石」とよぶ。
古谷ほか（2003）は、中伊豆町カワゴ平、隠岐久見、姫
島観音崎、佐世保市淀姫、大口市日東の各原産地の黒曜石
露頭において岩塊の表面と内部の構成元素の相違が誤差の
範囲内であることを確認して、蛍光X線分析装置による
原産地推定が充分に可能であるとしている。
西彼杵地区の上土井行系は、黒曜石原石の化学分析を行っ
ていないので、判別図には掲載していない。
阿蘇山系について、①～④以外の原産地試料について化学
分析は行なっていない。
垂水地区の小浜系は、黒曜石原石の化学分析を行なってい
ないので、判別図には掲載していない。
今回対象とした小原野遺跡では、風化皮膜が発達している
遣物が多数認められたため、他の地域と比べて原産地が推
定できない遺物の割合が高くなっている。
小原野遺跡周辺では、石材として利用できる黒曜石原石
は、五女木、狸々などで火砕流堆積物中から産出するが、
多くの場合、基盤岩（風化した安山岩）を覆う1～2mの
薄いローム層（褐色風化火山灰層）とそこからの転石とし
て産出する。したがって採掘穴を掘らなくても黒曜石原石
を採取することは可能である。旧石器時代の小原野遺跡
は、黒曜石原産地に近接した位置にあり、出土する黒曜石
製遺物の90％以上が日東系であることから、原産地（的）
遺跡であると考えられるが、長野県長和町の鷹山遺跡（星
糞峠）で認められるような大規模な採掘趾群は存在しない。
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表5　小原野遺跡出土黒曜石製遺物の産地推定結果
試・Nq Rb△ Sr　3 Zr、・ MnX100／FeLo　Fe／K） 1 ，「 2 ? 距 No 石
KBM－00136456114．549935．9255 225880．1420日東系 1．000012．3395針尾　　、B O．00 84．21 1 ナイフ形石器【 黒曜石A
KBN1－OO2352070芯6，644332．7752 2．2904 0．1655日東、 1．OOOO11．4960針尾　系B 0．00 67．662 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－003674251 2972341817 2105201626日　　、 10000106462針尾　，、B 0．00 73．503 ナイフ形石　1 黒」石A
KBN1－00436．246917．582734．2281 2．4279 0．1554日　，、 tOOOO10．8420 、B 0．00 50．87 4 ナイフ形石　1 黒ヨ石A
KBM－00535973016．217234．7392 223570．1434日東系 1．00004．2649針尾　系B 0．00 74．945 ナイフ形石　1 黒曜石A
KBN1－OO637619915．882433．2692 2」367 O．1592日東、 1．000016．6527針尾　系B 0．00 67．196 ナイフ形石　1類 黒曜石A
KBN1－007364910706330529 2074101612日　，、 10000115241尾　，、B 0．00 65．66 7 ナイフ形石　1 ヨ石A
KBN1－008367871155513349712 2305301420日　，、 100009．1526 ，、B 0．00 72．068 ナイフ形石　1 黒　石A
KBN1－00936236315．390434．3187 2．3238 Oj363日東系 1．00001t2915針尾　系B 0．00 79．359 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－01037．410615．675233．3280 2．4405 0．1383日東系 1．000017．1024針尾　系B 0．00 66．4910 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－011357757148599347380 206↑1 01553日　，、 10000104853 ，、B 0．00 899511 ナイフ形石　1 石A
KBN1－01234．644216．788834．5543 2．3259 0．1546日　，、 1．00003．2196 ，、B O．OO 72．0812 ナイフ形石　1 黒曜石A
KBN1－01337．360415．766534．4045 2．2978 0．1436日東系 tOOOO11．7388針尾　系B 0．00 68．2313 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－0143580941693243 4624 2319701546日　ハ 100003．1735針尾　，、B 0．00 60．7914 ナイフ形石　1 闘石A
KBN1－01533506816．243236．刀38 209660．1756日　，、 tOOOO11．8799 ，、B 0．00 87．2015 ナイフ形　　1 黒司石A
KBN1－01635992016．043934．0572 240220」578日　，、 1．00008．8914 、B 0．00 59．7416 ナイフ形石　1 黒　石A
KBN1－01736．666915．202634．3908 2，毛427 0．1683日東系 tOOOO12．2948針尾　系B 0．00 69．9217 ナイフ形石　1類 黒曜石A
KBN1－01836669716フ528333472 2259301677日　　、 10000136491 ，、B 0．00 53．6918 ナイフ形石　1 、　石B
KBN1－019351054163999344656 2464401462日　，、 1000096915 、B 0．00 68．1619 ナイフ形石　1 ヨ石A
KBN1－02036503115．501534．9613 225440．1496日東，、 1．00006．6741針尾　系B 0．00 71．5420 ナイフ形石器1 黒司石A
39．964915．923326．4036 5．8537 O．0989桑木： 1．OOOO2．2873西小国、 0001078921 ナイフ形石器1 黒曜石CKBN1－021 、
KBN1－0223646212 ．299027．0622 419990．1422朋1・口 一 一 一 一 一 22 ナイフ形　　1 黒　石C
KBN1－0235803516．668634．2949 3．4839 02030 ，、A 0．997314コ196 小B 0．00 26．5124 ナイフ形石　1 黒嗣石A
KBN1－02436．080615．553634．9393 2．4789 O．1671B東系 1．000019．0692針尾　系B 0．00 54．3525 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－02536623915．050933．3125 211650．1816判別不可 一 一 　 一 　 26 ナイフ形石器1 黒曜石A
KBN1－02648929913．702620．4271 3898501633腰　　、 1．000012．1479 ，、A 0．00 87．4532 ナイフ形石　1 黒　石E
KBN1－0273547185279036．1172 2．2648 0．1348日　　、 1．000013．4558 、B 0．00 90．3633 ナイフ多　　1 黒ヨ石A
KBN1－02835．140916．892035．0868 2．4236 O．1749日東系 tOOOO14．0956針尾　系B 0．00 48．5634 ナイフ形石器1類 黒曜石A
KBN1－02935037418．568934．3294 208980．1599日東系 1．00007．1690針尾　系B 0．00 73．3838 ナイフ形石器∬ 黒曜石A
KBN1－03034297016．976636．6793 212040．1460日　　、 1000010．3180尾　，、B 0．00 98．0239 ナイフ形石　∬ 黒　石A
KBM－03134．457515．786235．9860 2」709 0．1383B　，、 1．000015．3924 、B 0．0010t8340 ナイフ形石　皿 黒　石A
KBN1－03236．19717．103334．2439 2．1281 0．1412日東系 tOOOO7．0244針尾　系B 0．00 76．9741 ナイフ形石器∬類 黒曜石A
KBN1－03370107154295340111 2114401314日　，、 10000154053白浜，、 0．00 83．4042 ナイフ形石　11 引石A
KBN1－03435992715649634．0851 2414301373日　，、 1000013．2828 ，、B 0．00 74．6143 ナイフ形石　11 司石A
KBN1－03536827615．912233．5508 224460．1626日　，、 1．000010．9549 ，、B 0．00 62．1744 ナイフ多　　∬ 黒ヨ石A
KBN1－03635．671616．73034．0304 2．2491 0．1541日東，、 1．00002．2904針尾　系B 0．00 67．0045 ナイフ形石器∬類 黒曜石A
KBN1－0373474861ア4892341987 2214101619日　，、 1000014838 ，、B 0．00 690846 ナイフ形石　皿 黒曜石A
KBN1－03835．069017．005735．4233 2．1160 Oj　538日　，、 tOOOO4．0122針　　，、B 0．00 79．7047 ナイフ形石　皿 黒曜石A
KBN1－03936．318815フ69734．3524 2．3234 0」650日　　、 tOOOO1α2879針尾　系B 0．00 59．4348 ナイフ形石器H 黒曜石B
KBM－04035．27416．274235．0303 2．1689 Oj　654日東系 1．00003．9409針尾　系B 0．OO 69．4049 ナイフ形石器H類 黒曜石A
KBN1℃4134644018279233．2940 2163501459日　　、 100006．5056 ，、B α00 85．2950 ナイフ形石　n 司石A
KBN1－042373575162360341443 2．0980 01549日　　、 tOOOO15．2234 、B 0．00 68．5651 イフ形石　π 黒曜石A
KBN1－0435729215．999735．1225 21563α1523日東系 1．00004．0384針尾　系B 0．00 76．5552 ナイフ形石器∬ 黒曜石A
KBN1－04436．970917．253033．0566 2．0772 0．1654日東系 1．000018．6291針尾　系B 0．00 59．8653 ナイフ形石器∬ 黒曜石B
KBN1－04537364114．326035．0313 216380．1608日　，、 1．000016．1095白浜，、 0．00 7tO958 ナイフ多石　皿 黒　石A
KBN1－046345904173519343195 2211201803日　小 1000093345尾　，、B 0．00 59．0659 ナイフ形石　皿 石A
KBM－04735667315．743634．7134 21194α1708日東系 1．00008．1531針尾　系B 0．00 70．0660 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBM－0483573145．327033．6453 2．1783 Oj　543日東系 tOOOO10．2569針尾　系B 0．00 83．2761 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBN1－04934097315．421435．7655 223280．1744日　，、 1．000011．3422 ，、B O．OO 78．3762 ナイフ形　　皿 黒ヨ石A
KBN1－050371642159531338320 2240001453日　小 1000089485針　　，、B 0．00 69．0163 ナイフ形石　皿 爾石A
KBN1－05135．30815．839135．3418 2．3783 0」507日東，、 1．00006．4244針尾　系B αOO 70．1964 ナイフ形石器皿類 黒曜石A
KBN1－05235．470216．458434．0471 2．3807 Oj　722日　，、 1．00001t8270尾　，、B 0．00 53．5065 ナイフ形石　皿 、石A
KBN1－05364819609533 6859 2253001533日　，、 1000059891、　　　　、B 0．00 663066 ナイフ形石　皿 黒　石A
KBN1－054356432164996347109 2304301716日　　、 1000092388尾　，、B 0．00 54．8267 ナイフ形石　1n 石A
KBM－0553544751 ．480435．5738 2．0398 0．2095判別不可 ， 一 一 一 一 68 ナイフ形石器皿類 黒曜石A
KBN1－05635．364715．350235．8794 2．2474 Oj　558日　，、 1．00005．8517 ，、B 0．00 76．6369 ナイフ形石　皿 澗石A
KBN1－05734．355616．697935．1053 2．1559 Oj　778日　，、 tOOOO7．5668 ，、B 0．00 68．9270 ナイフ形石　皿 ヨ石A
KBN1－05834．83216．904634．6159 2．4625 0．1532日東系 1．00006．6881針尾　系B 0．00 63．1371 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBM－05934．499617．457833．3803 2．1787 0」544日東系 1．00006．6972針尾　系B 0．00 82．3272 ナイフ形石　皿 黒曜石A
KBN1－06036．241915．086534．9648 2．4355 O」317日　，、 tOOOO17．7767尾　，、B 0．00 78．7973 ナイフ形石　皿 黒曜石A
KBN1－06135718215730435．0721 233080．1406日　，、 100007．5396 ，、B 0．00 76．8774 ナイフ形石　皿 爾石A
KBN1－06236．142215．044034．6175 2．1591 0．1615日東系 1．00007．7215針尾　系B O．OO 76．3375 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBN1－06336．941715．507734．7945 2．3853 0．1448日東系 1．000011．8902針尾　系B 0．00 66．7077 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBN1－06436292115．449135．6491 233620．1426日　，、 1．00009．4244 、B 0．00 73．7778 ナイフ形石　皿 ヨ石A
KBN1－06534．57516．115235．9876 2．0043 0．1688日　，、 1．000010．5461 、B 0．00 85．3279 ナイフ形　　皿 黒　石A
KBN1－06635．80671フ．130834．1322 2．3230 Oj　347日東系 1．00005．7791針尾　系B 0．00 73．7980 ナイフ形石器皿 黒曜石A
K8N1－06736．45215．483135．1220 2．0626 0」957判別不ロ 一 一 一 一 一 81 ナイフ形石器皿類 黒曜石A
KBM－068362081157013359500 2317801596日　，、 10000115162 ，、B 0．00 639582 ナイフ形石　皿 司石A
KBN1－06937740614．735434．2361 2．2424 0．0416亀’@1　、ロ 一 一 一 一 一 83 ナイフ形石　皿 黒引石A
KBM－Oフ035．849216．061534．4905 2．3202 0．1562日東系 1．00004．6718針尾　系B 0．00 64．4484 ナイフ形石器皿類 黒曜石A
KBM－07136．809216．121034．7569 232910．1672日　，、 1．000017．8520 、B 0．00 54．1885 ナイフ形石　皿 闘石A
KBN1－07236323016．660933．5497 238450．1505日　，、 1．00007．2114 ，、B 0．00 59．0386 ナイフ形石　皿 司石A
KBM－0734．922718．963733」115 2．1708 0．1468日東，、 1．00005．5836 ，、B 0．00 79．7087 ナイフ形石　皿 司石A
KBN1－07434．698616．945736．7921 2．1317 0」565日東，、 1．00008．8412針尾　系B 0．00 84．2890 ナイフ形石器皿 黒曜石A
KBN1－07534．854915．955934．1742 1．9921 0．1565日　，、 1．OOOO14」913 ，、B 0．00 95．6291 ナイフ形石　皿 黒　石A
KBN1－07636770016939933．1719 2090801676日　　、 1000016．0021 ，、B 0．00 60．4292 ナイフ形石　皿 黒司石A
KBN1－07736．193316．5535342261 2．3750 0．1694日東系 1．0000139323針尾　系B 0．00 50．0593 ナイフ形石器 黒曜石A
KBN1－07836．21716．778434．7810 2．1845 Oj601日東、 1．OOOO7．4353針尾　系B 0．00 62．8494 ナイフ形石器 黒曜石A
KBN1－07935747715．930234．5005 2．3210 0．1527日　　、 1．00004．7182 、B 0．00 68．2295 ナイフ形石 黒　石A
KBN1－08035046016．438435．1885 229950．1615日　　、 100002．9754、　　　，、B α00 65．7896 ナイフ形石 軸石A
KBN1－08135．82715．519135．5554 2．0855 0」770日東系 1．000014．6082針尾　系B 0．00 68．7897 ナイフ形石器 黒曜石A
KBM－08234．464918．475034．4945 2．4055 O．1623日東系 tOOOO3．5838針尾　　、B 0．00 59．0998 ナイフ形石器 黒曜石A
KBN1－08335．734717コ81533．6796 2．0312 0．1679日　，、 1．OOOO12．6811 ，、B O．00 65．6199 ナイフ形石 毫石A
KBM－08436．172915．765234．5326 2．3971 0．1532日　小 1．OOOO8．5364 ，、B 0．00 62．82100 ナイフ形石 黒曜石A
KBN1－08538．51714．915229．0202 5．7472 0．0881桑木：　系 1．00006．8473西小国系 0．00 104．47102 ナイフ形石器 黒曜石C
KBN1－08636．373616．18で533．9390 2．2062 0．1558日　，、 1．00005．3012 ，、B 0．00 66．76103 の　ナイフ形石 黒　石A
KBN1－087339836173722343212 2338501760日　，、 1000087510 ，、B 0．00 6204104 の　ナイフ形石 黒　石A
KBN1－0883546351 9980357045 2433501412日　，、 1000099105 ，、B 0．00 7208105 の　ナイフ形石 黒　石A
KBN1－08932．972918．971333．3494 2．1851 0」456日東系 1．000019．3945針尾　系B 0．00 113，3i106その他ナイフ形石器 黒曜石A
KBN1－09036．972016．260035．08で6 2．3268 Oj　609日　，、 1．000017．8491 ，、B 0．00 56．87108 の　ナイフ形石 黒　石A
KBN1－09135．567316．913932．6412 2．4467 O．1652日　，、 1．000016．2308 、B 0．00 55．15109 ム形石 黒　石A
KBN1－09236．519716．999132．5031 2．3255 0．1587日　　、 1．000011．2224 、B α00 56．34110 ム形石 ヨ石A
KBN1－09336．735415．833934．0850 2．3095 0．1534日東、 1．00008．1146針尾　系B 0．00 63．84111 台形石 黒曜石A
KBN1－09433．898516．990036．0400 2．2320 Oj　700日　　、 1．00004．6867 、B O．OO フ3．75 112 ム形石 ヨ石A
KBN1－09530288322．620436．8237 2782403885辱男1・ロ 一 一 一 ｝ 一 115 ム形石 黒司　F
117一
表5 つづき
一　・No， Rb分率 Sr分率 Zr分… MnX100／FeLo　Fe／K）　　1 距 2 距 No ? 石率1．0000KBN1－09638．692615．441627．0697 5．6532 0．1061 1　，、 6．4774西小　，、 0．00 115．73116 台形石 石CKBN1－09738．734714．69232フ．5915 5．8549 0．0584’1易1・口 一 一 一 冒 一 117 台形石 石CKBN1－09841．413714．292526．8628 5．6567 0．1432判男1 ・可 ■ 一 伽 一 一 118 台形石器 石CKBN1－09910．550844．558339．0799 tフ511 1．0005上牛 ’　、 1．00009．6148? ．、H 00095．80119 台形石器 黒　石DKBN1－10011．944643．625538．2270 t749609740上 、 1．000014．8369 、∬ 0．00 66．39120 ム多石 石DKBN1－10135．352415．592636．3139 2．1325 0．1689日　　、 1．00009．7382 、B 0．00 73．60121 ：：　　’」、 石AKBN1－10235．616017．8615353213 2．3374 O．1822判男1不可 一 一 一 一 旧 122 曇尖頭器 石AKBN1－10335．336615．317735．2452 1．996フ 0．1540日　　、 1．000011．8749尾　，、B 0．OO 93．89123 二　尖頭器 石AKBN1－10436．224916．152433．8699 2．4104 0．1659日　，、 1．000013．7112尾　　、B 0．00 53．59124 ＝　尖豆器 黒　石AKBN1－10535．251215．62536．1165 2．1453 0．1541日　　、 tOOOO6．3008， 、B α00 82．95125 石AKBN1－10634．460316．081235．1714 2．3405 Oj　678日　　、 1．00007．4868尾　　、B 0．OO 67．89126 曇尖頭器 黒　石AKBN1－10735．916815．060734．8676 2．4549 Oj　549日　　、 1．000014．3654尾　，、B 0．00 66．80127 一　尖頭器 黒　石AKBN1－10834．676015．961933．1579 2．2421 0．1509日　，、 1．000018．9829尾 、B 0．00 91．64128 ＝　尖P器 黒．石AKBN1－10936．フ47315．475636．0287 2．1810 0．1643? 1．000017．9528 、B 0．00 68．41129 一　　　　　’　、　一、 ? 石AKBN1－11035．024016．271735．8212 2．1366 α1630日　　、 1．00004」947尾　　、B 0．00 75．33130 ≡尖頭器 黒　石AKBM－11マ36．63フ516．089632．8908 2．3377 0．1477日　階 1．000010．3908尾　　、B 0．00 66．82131 ≡尖頭器 石AK8M－1129．120124．495632．9941 5．1270 0．3136二一　　　　’　、 1．000012．1804西小　，、 0．00 52．28132 二　尖頭器 黒　石AKBN1－11334．107616．066835．7415 2．3899 0．1723日　，、 1000011．4129 、B 0．00 65．62133 ＝　尖鼠 石AKBN1－11436．413816．969433．3840 2．3561 0．1フ39日　　、 1．000019．3103尾島、B 0．00 46．35134 三尖頭器 黒　石AKBN1－11536．65015．631233．8329 2．4489 0．1552日　，、 1．000014．7446尾　小B α00 59．86135 二　尖頭器 黒　石A≡KBN1－1¶636．210515．551435．5775 2．1343 0．1737日　　、 tOOOO15．2644尾　，、B 0．OO 65．87136 二　尖頭器 黒　石AKBN1－11736．318816．529533．2382 2．3834 Oj　672日　　、 1．000014．4814 、B 0．00 52．15137 ＝　尖・ 石AKBN1－11835．040316．159236．1639 2．4506 0．18041男1不ロ 凹 一 一 一 層 138 豆尖頭器 黒　石AKBN1－11934．484216．15335．3285 2β521 0．1564日　，、 tOOOO59862尾　　、B 0．00 73．99139 ＝　尖頭器 黒　石AKBN1－12035．304818．116433．3161 2．3053 0．1827日　，、 1．000018．9661 ，、B 0．00 44．72140 ＝　尖冊器 黒　石AKBN1－12136．063316．639234．0239 2．3822 0．1452日　，、 1．00005．4948 、B
KBN1－12234．83016．50734」623 2．2986 0．1709日　　、 1．00007．22フ5 、B
O．00
O．00
63．58
U3．35
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　　　”睾
ﾜ尖頭
石AﾎAKBN1－12334．915817．370035．4109 2．0407 0．1778日　小 1．000014．3621尾 ，、B 0．00 67．52143 一　尖　器 黒　石AKBN1－12435．492で15．862936．3444 2．4052 0．1507日　，、 1．000010．0298尾 ，、B 0．00 6a59144 ＝　尖頭器 石AKBN1－12535．992814．844535．1323 2．1770 0．1384日　，、 1．000012．4798 ，、B 0．00 91．48145 ＝　　’、百　　　　　艶 A
KBN1－12635．623816．358535．2269 2．1073 0．28459’P男1・口 一 一 ■ 一 一 146 ニ　　　’、 石AKBN1－12736．16415．9344342989 2．3762 0．1669? 1．000012．3062? 、B 0．00 55．70147、 黒　石AKBN1－12834．832615．7104359942 2．2198 0．1588日　，、 tOOOO4．9865尾 ハB 0．00 78．52148 豆尖頭器 一　石AKBN1－12935．887414．564936．5932 2．2127 0．1480日　，、 1．000011．9116 ＝，、B 0．OO 86．68149 ”豆 石AKBN1－13034．964316．454435．6720 2．2218 022381男1・ロ 一 一 一 一 髄 150 ニ　　　’、　 石AKBN1－13135．884915．13936．3082 2．0879 0．1696日　　、 1．000013．8632尾 、B 0．OO 75．74151 豆尖頭器 石AKBN1－13235．634916993533．3648 2．4224 0．1553日　，、 1．00007．7029尾 ，、B 0．00 57．83152 ＝　尖頭器 石AKBN1－13335．564316．840634．3591 2．1021 0．1709日　　、 1．00008．1126 ≡・　　　，、B 0．OO 64．54154 　　　’　、一?@　　鼠 石AKBN1－13435．234314．7877359500 2．1305 Oj　748日　　、 1．000012．0181 、B 0．00 77．86155 ＝　尖　器 石AKBM－1351t303745．919338．1512 1．6340 1．1415判別不可 一 一 ， 一 一 160 豆尖頭器 黒　石DKBN1－13636．239016．12835．5732 2．4224 0．1373臼　，、 事．000011．5940尾 小B 0．00 69β2161 二　尖頭器 石AKBN1－13734．249717」09734．9392 2．1248 0．1734日　，、 1．00005．7305尾 、B 0．00 73」5162 二　尖頭器 黒　石AKBN1－13834．814016．493835．7719 2．3167 0．1340日　，、 1．000010．4010 ．、B 0．00 88．35164 ? A
KBN1－13935．213フ17．005435．7238 2．1429 0．1655日　　、 1．00006．8813 、B 0．00 68．83165 蚤器 黒　石AKBN1－14036．246714．66634．9410 2．3522 0．1405日　，、 1．000013．5865尾　　、B 0．00 81」0166 蚤器 黒　石AKBN1－14134．817217．688033．7160 2．2812 Oj　513? 1．00002．0178尾　，、B 0．00
KBM－14236．993416．117232．7729 2．1759 0．1374日　，、
、
tOOOO12．5374 ，、B 0．00 78．26
167
P68
器 黒　石A
@　　石A
KBN1－14335．258316．47534．0298 2．2952 0．1760日　　、 tOOOO10．5475尾 、B 0．00 57．14169 蚤器 黒　石AKBN1－14436．579315．997233．7474 2．4290 0．1602日　，、 1．000014．2954尾　，、B 0．00 55．52170 蚤器 黒　石AKBN1－14536．669715．18734．4569 1．9826 0．1584日　，、 1．000013．5715尾 、B 0．00 83．27171 蚤器 石AKBN1－14635．854815．49834．5877 2．3003 0．1369日　　、 tOOOO10．5395 ．、B 0．00 82．04172 蚤器 A
KBN1－14735．90291フ．676532．4212 2．2125 0．1459日　　、 1．00007．5542尾 、B 0．OO 70．89175 削器 黒　石AKBN1－14837．627フ16．970032．6079 2．3419 O．1488日　，、 1．000016．8126尾　，、B 0．00 56．50176 削器 黒　石AKBN1－14935．3201フ．538334．0フ02 2．3518 0．1768日　，、 1．000013」561尾 、B 0．00 46．95177 削器 石AKBN1－15036．923614．870934．5952 2．2865 0．1390日　，、 1．000011．6409白浜、 0．00 79．64178 1　口 石AKBN1－15135．156217．248934．3910 2．2914 0．165フ? 1．00003．3878 、B 0．00 58．79179 削器 石AKBN1－15235．660516．776235．7665 2．2756 0．1715　　　’　、冝@　、 1．000013．5129尾　　、B 0．00 56．01180 削器 石AKBN1－15337．439514．432034B953 2．1802 0．1471日　，、 1．000013．5607白浜，、 0．00 69．40181 削器 石AKBN1－15436．583016．143933．8918 244410．1375日　，、 1．000011．8053．　　　，、B O．00 65．60182 1 石AKBN1－15537．315716．112433．9093 2．3916 0．1457? 、 1．000013．4731 、B 0．OO 60．94183 1 石AKBN1－15636．674716．5598347841 2．5507 0．1402日　　、 1．000018」311尾　　、B 0．00 57．80184 矧器 石AKBN1－15734．678916．810235β497 2．1079 0．1930判別不口 一 一 一 一 一 185 黒　石A
????
KBN1－15835．916716．766434．1679 2．3074 Oj　5フ1 、 1．00003．8859 ，、B 0．00 59．95186 石AKBN1－15933．613515．92983フ．1202 2．1220 Oj850
???
、 1．000017．1760 、8 0．00 79．27187 ?? 石AKBN1－16034．69516．175135．5751 2．2764 0．1433 、 1．00007．0344 、B 0．00 85．54188 削器 黒　石？KBM－16136．768515．844533．7067 2．2406 0．1599日　，、 1．00009．2460尾　，、B 0．00 64．06200 二次加工・」片 黒　石AKBN1－16211．452044．21039」576 1．8352 1．010下上牛　，、 1．000012．8336阿　小11 0．00 89．09201 二次加工剥片 黒　石DKBN1－16335．056316．418134．2589 2．1426 0．1676日　　、 1．00005．2262 、B 0．00 71．92204 一次加工 石AKBN1－16436．05617．33434．0629 2．2659 0．1465日　　、 1．00003．2130尾　　、B 0．00 65．59206 二次加工1片 石AKBN1－16535．920916．5554354796 2．2471 0．1779日　，、 1．000018．8251尾　，、B 0．00 53．19208 二次加工・】片 黒　石AKBN1－16636．048215．520235．7327 2．2248 0．26271男1・可 一 一 一 一 ■ 209 二次加工］片 黒．石AKBN1－16737．160615．347634．8853 2」769 0．1702日　　、 1．000019．9928 ，、B 0．00 64．80210 ニニ加工 石AKBN1－16836．984716．447334．3465 2」690 0．2302111不可 瞥 一 幽 一 一 211 二次加工1片 黒　石AKBN1刊6936．23フ517．362032．9493 2．盲892 0．22161別不可 一 一 一 一 層 212 二次加工剥片 黒　石AKBN1－17035．34015．955536．3407 193510．2009判別・ロ 一 一 一 一 層 213 二次加工剥片 石AKBN1－17135．37315．381434．0140 2．1266 0．1971l　I　、口 一 　 一 一 一 214 ニニ加工 石CKBN1－17240．307415．5ア1827．3134 6．0433 0．0931　木津　　、 tOOOO8．3259西小玉、 0．00 94．79215 ニニ加工1片 石AKBN1－17334．60417．63734．2641 2．2337 0．1592日　小 1．OOOO0．8723 ，、B 0．00 71．05216 二次加エ・ 石AKBN1－17435．12115．997735．2550 2．3367 0．1488日　，、 1．00005．1678 ，、B 0．00 フ4．36217 二次加工1片 石AKBN1－17536．158915．679035．0195 2．2473 0．1623 、 tOOOO7．1494 、B 0．00 65．14218 ⊃加工・1 A
KBN1－17634．B64715．080835．3734 2．44ア4 0」429
?
、 1．000019．3964 、B 0．00 82．72219 二次加工1 石AKBN1－17736．750て14．675236．6397 2．2845 0．1601日　，、 1．000019．9929 、B 0．00 7286220 ⊃加工・1 石AKBN1－17835．66081722843 ．4341 2．3641 0．1578日　，、 1．00004．4305尾　，、B 0．00 56．39221 二次加工】片 石AKBM－17936．34117．064635．0895 2．2722 0．1325日　　、 1．00009．フ557 ，、B 0．00 76．50222 二〉加工1 AKBN1－18042．444014．041826．8713 5．9473 0．0932 ? 、 1．00009．0497西小 、 O．OO 112．64223 二次加工 石CKBN1－18136．850314．680836．1418 1．9965 0．1566日　，、 1．OOOO19．2501 ，、B 0．OO 87．73224 二♪加工1 石AKBN1－18239．31215．563026．7754 599590．1075木， ’　、 1．00007．2978西小　　、 0．00 95．56230 台形石器 黒　石CKBN1－18336．319315．283933．4262 2．2431 0．1228I　I　、ロ 一 一 幽 一 一 231 フラ AKBN1－18433．971617．242536．0477 2」420 0．1602日　　、 1．00004．4074 、B 0．OO 85．90232 ナイフ多石 石AKBN1－18536．320615．145435．1172 2」996 Oj　778日　　、 1．000017．3912 、B 0．00 64．03233 イフ多石 石AKBN1－18635．133817．933434．7695 2．3492 Oj　690日　，、 1．00008．0596尾　　、B 0．00 52．16235 二　尖頭器 黒　石A
KBN1－18735．ア09016．554935．7183 2．5フ28 Oj　421日　　、 1．0000169176 ．、B 0．00 6t48236 石AKBN1－18836．504716．240733．4338 2．2066 Oj　875l　I、口 一 一 一 ■ 一 237 ＝　小゜器 石AKBN1一可8936．225216．879132．7943 2．0582 0．1766日　　、 1．000018．9247 、B 0．00 62．19238
????＿?
石AKBN1一可9033．47818．206135．7261 2．2188 α1409日　，、 1．000092373尾　　、B 0．00 105．03240 削器 石AKBN1－19134．88ア715．356735．8959 2．3597 0．1775日　　、 1．000015．5421 ．、B 0．00 62．01241 二｝加工・ 石AKBN1－19236．659316．890533．7086 2．1589 0．1536日　　、 1．00007．6844 、B 0．00 64．80242 二次加工1 石A
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表5　っづき
試料Na Rb分率Sr分率 Zr分率 Mn　X　100／FeしoFe／K）候　1
?
距離 候　2 確率 距離 No 1 石
KBN1－19333．958216．376636．4886 2．4340 0．1543日　系 tOOOO10．3643 、B O．00 76．32244 1石A
KBN1－19435．874316．330034．8524 232250．1487日東系 100003．7964 ，、B 0．00 66．98245 1 司石A
KBN1－19535．658015．725235．1867 2．2340 0．1583日東系 1．00004．1763針　　、B 0．00 70．81246 Il片 黒曜石A
KBN1－19635．540216．857732．8805 2．1017 0．1661日東系 1．00009．9686針尾　系B 0．00 71．37247 剥片 黒曜石A
KBM－19735．940516．230134．3360 2．4090 0．1505
?
1．OOOO6．8866 ，、B 0．00 62．12249 曜石A
KBN1－19843．17413．360224．2342 5．7054 0．1032
≡’
@　’　、
tOOOO12．0632西小　小 0．00 158．57250 司石C
KBN1－19936．394416．500333．2871 2．2025 O」689日東系 1．000011．3491針尾　，、B 0．00 58．97251 使用痕1片 黒曜石A
KBN1－2003593146．110234．8189 t891702644判別不可 一 一 盟 一 一 252 使用痕1片 黒曜石A
KBN1－20134．913616．801535．4349 2．1913 0．1915”男1・ロ 一 一 一 一 一 253 使用痕 石A
KBN1－20234．244617．875834．8607 2．1845 0．1681日東系 1．00002．7271 、B 0．00 70．78254 使用痕 石A
KBN1－20335．748814．412735．6454 2．1834 Oj　640日東系 1．000010．1361針尾　系B 0．00 81．25255 使用痕剥片 黒曜石A
KBN1－20434．72316．465734．1394 2．2197 0．1780日東系 1．OOOO9．8276針尾　系B 0．00 64．99256 使用痕Il片 黒曜石A
KBN1－20536．04316．773634．1189 2．1663 O．1601日　小 1．00005．0036 、B 0．OO 64．48257 用痕・ 司石A
KBN1－20636．933216．020134．1266 2．1116 O．1702日　系 tOOOO16．9759．　　　，、B O．00 62．86258 用痕・ 曜石A
KBN1－20733．890918．073635．3290 2．2757 0．1513日東系 1．00001．6224針尾　系B 0．00 83．91259 使用痕剥片 黒曜石A
KBN1－20836．992016．467434．2893 2．2371 0．1540日　，、 tOOOO10．3267 ，、B 0．00 61．90260 用痕・ 曜石A
KBM－209365702166608347369 2037904661B　，、 10000170035 ，、B 0．00 6629261 用痕 爾石A
KBN1－21036324416．308433．2036 2．3862 Oj　566日東系 1．000010．3533 ，、B 0．00 59．09262 用痕 澗石A
KBN1－21136．050615．252135．9872 2．3309 0．1591日東系 1．000010．7335針尾　系B O．00 67．12263 使用痕1片 黒曜石A
KBN1－21237．301514．846634．3594 2．2264 0．1390日　，、 tOOOO12．4012白謬　、 0．00 72．43264 用痕 ’石A
KBM－2134．680917．256333．3144 2．4249 0．1553日　，、 1．00009．4152 ，、B 0．00 66．53265 用痕・ 澗石A
KBN1－21435．352514．908336．3284 2．2908 0」477日東系 1．000010．3753針尾　系B 0．00 83．41266 使用痕ll片 黒曜石A
KBN1－21537．205816．945732．9680 2．2480 0．1635日東系 1．OOOO17．2009針尾　系B 0．00 53．89268 使用痕　片 黒曜石A
KBN1－21634．841616．059134．6795 2．3517 0．1765日　，、 1．000012．1792 、B 0．00 59．54269 用痕・ 黒ヨ石A
KBN1－21736．5762で5．562235．5206 2．4237 0．1639日　，、 1．000019．5503 、B 0．00 56．75270 用痕・ 剛石B
KBM－21836719116764933．9973 2295801477日東系 100006．8611針尾　、B 0．00 6190271 石核A1 黒曜石A
KBN1－21935．691916」86835．6896 2．2393 Oj　610日東系 tOOOO5．8914針尾　系B 0．00 66．18272 石核A1類 黒曜石A
KBN1－22035．910715．539135．5025 2．2768 0．1422日東，、 1．00007．1628 、B O．00 78．49273 石核A1 司石A
KBN1－221349825163624353835 2205901785日　，、 1000097937 ，、B 0．00 612274 石　A1 1石A
KBM－22234．517617．404935．2626 2．4003 0．1499日東系 tOOOO2．9320 系B 0．00 70．50275 石核A2 黒曜石A
KBN1－22335．996517．151233．6804 2．2154 α1519日東系 tOOOO3．2486針尾　系B 0．00 65．80276 石核A2 黒曜石A
KBN1－22436．398315．376635．4274 2．4478 0．1235噛男1不ロ 一 一 ｝ 一 一 277 石久A2 」石B
KBN1－22536．81415．352034．7063 2．3894 0．1703」男1・ロ 冒 一 一 一 ， 278 石　A3 司石A
KBN1－22635．482716．745833．3303 2．3584 Oj　680日東系 tOOOO10．0607針尾　系B 0．00 56．65279 石核A3 黒曜石A
KBN1－22734．092817．483434．7527 1．8376 O．1832…男1・ロ ｝ 一 一 一 一 280 石　A3 繭石A
KBN1－22835．470317」6934．7124 2．1フ45 01561日東小 tOOOO2．3604 ，、B 0．00 69．34281 石核A3 司石A
KBN1－22934．686916．734835．4683 2．4584 0．1597日東系 1．00007．5371 ，、B O．00 60．80282 石核A3 石A
KBN1－23035．919614．837034．5541 2．197フ Oj346日東系 1．000016．8226針　　，、B 0．00 94．80283 石核A3類 黒曜石A
KBN1－23135」21217．868335．0929 2．2427 0．1343日　，、 1．00006．4284 ，、B 0．00 859284 石核B1 司石A
KBN1－23235．097215．966734．6444 2．4493 0．1359日　，、 1．000015．8623 、B 0．00 79．15285 石　B1 「石A
KBN1－23335．641617．261633．4560 2．3572 0」365日東系 tOOOO7．0173針　　系B 0．00 72．14286 石核B1 黒曜石A
KBN1－23436．440916．984132．8838 2．3264 0．1333日東系 1．000010．2405針尾　系B 0．00 71．12287 石核B2 黒尋石A
KBN1－23535．518015．323436．2049 2．2703 0．1474日　，、 1．00007．8914 ，、B 0．00 80．30288 石スB2 司石A
KBN1－23636904016．730834．128フ 2266201700日　，、 1．0000197073 、B 0．00 5150289 石　C1 黒竃石A
KBN1－23736．032418．721832．4509 2．3174 0．1475日東系 1．00007．5508針尾　系B α00 59．88290 石核C1 黒曜石A
KBN1－23839．924713．866427．6527 5．5778 0．1022桑木ξ留系 tOOOO6．4362西小国系 0．0012t45292 その他石　石核 黒曜石C
KBN1－23941．624514．762426」904 5．5166 0．099て 津　　、 tOOOO7．5519西小　　、 0．00 136．45293 その　石　石 覇石C
KBN1－24037．25252t560127．5893 3．9182 0．1604L男1・ロ 一 一 一 一 一 294 の　石 司石E
KBN1－24134．475720．875932．2649 3．0878 0．2970針尾　系B 1．00007．5794針尾　系A 0．00 51．82295 その他石材石核 黒曜石F
KBN1－24236．782122．465927．2729 3．9584 0．0833判別不可 一 一 　 一 一 296 その他石材石 黒曜石E
KBN1－24336．500823．640627．3904 4」877 0．1198’‘ j1・口 ■ 一 一 一 需 297 の　石　石 司石E
KBN1－244196178451910269519 5618305483（上土　一、つ 一 　 薗 一 一 298 その他石　石 司石F
KBN1－24538」70620．981427．6427 3．9589 0．1410判別不可 一 一 一 　 一 301 細石刃核 黒曜石C
KBN1－24628．332723．907536．2076 2．9187 0．3946牛ノ岳・淀姫，、 0．999918．2フ31針　　，、B 0．00 37．63302 細石刃核 黒曜石F
KBN1－24738．830015．961630．4843 3．6110 0．2382 ，、A 1．00007．9356 ，、B O．00 98．81303 細石刃 石E
KBN1－248359632163355338005 2264401566日東，、 1000043926 、B 0．00 65．27304 ，石刃 聞石A
KBN1－24935951063016354775 2176401340日東系 1．00009．9957針尾　系B 0．00 86．04305 細石刃ス 黒曜石A
KBN1－25036．200816．424832．7077 2．4125 0．1428日　，、 1．OOOO13．1695・　　　，、B 0．00 67．39306 細石刃 卍石A
KBN1－25135．898815．575435．0339 2．0902 0．1740日　，、 1．000011．7330 、B 0．00 69．38307 1石 糟石A
KBN1－25234．550915．571335．6487 2．1606 0．1413日東系 1．000014．6676針尾　系B 0．00 100．22308 細石刃核 黒曜石A
KBN1－2536054415383843741 2260901379日東系 1000010．3103針尾　系B 0．00 83．00309 細石刃核 黒曜石A
KBN1－2543481221542063 1781 2150901893日　系 1000019．9292 、B 0．00 66．39310 細石刃ス 蜀石A
KBN1－25536．883214．503134．7318 2．2865 Oj363日　，、 1．000014．3941浜，、 0．00 72．70311 細石刃 司石A
KBN1－25635．321416．660433フ363 2．5336 0．1395日東系 tOOOO15．9553針尾　系B 0．00 67．35312 細石刃核 黒曜石A
KBN1－25フ364752167166336806 2346301608日東系 100009．8213針尾　系B 0．00 53．81313 細石刃核 黒曜石A
KBN1－2583654461 1172337583 2177201577日　系 1000069027 、B 0．OO 66．93314 ，石刃 石A
KBN1－259369798151028351404 2316401589日　，、 1000014．3380 ，、B 0．00 65．90315 細石刃 爾石A
KBN1－260357567154579358129 2370501583日東系 tOOOO9．4416針尾　系B 0．00 65．46316 細石刃核 黒曜石A
KBN1－261347138160516353757 2152401541日東系 1．00005．1045針　　，、B 0．00 85．33317 細石刃核 黒曜石A
KBN1－262359971152852350901 2284001614日　，、 1000074965 ，、B 0．00 67．97318 細石刃 司石A
KBN1－2633フ65200416329463 3072602990 ，、B 1000066231 、A 0．00 54．93319 細石刃 聞石F
KBN1－264340791214493300281 40フ47 01274判別不可 一 　 一 一 一 320 細石刃 黒曜石E
KBM－26535．356715．469935．9909 2．3388 Oj434日東，、 1．00009．1052 ，、B 0．00 79．54321 細石刃 黒曜石A
KBN1－26634646722562577786 3990401469…男1・ロ 雪 一 一 一 　 322 細石刃 ヨ石C
KBN1－26ア348489231782276926 4099101544男1・口 雪 一 雪 一 一 323 ，石刃 爾石G
KBN1－268365353146493348952 2383401477日東系 1．000013．1993針尾　系B 0．00 74．27324 細石刃 無曜石A
KBM－26937．359816．484433．3249 2．2331 0．1483日　　、 1．000011．1232、　　　、B 0．00 63．98325 細石刃 胃石A
KBN1－270356054232363282884 38626・01694’男1・口 一 一 一 一 一 326 ，石刃 ヨ石C
KBN1－271362984211777292394 3819401688判別不可 一 一 一 　 一 327 細石刃 黒曜石C
KBN1－27249．118710．333024．7529 3．6000 0．0762判別不可 一 　 一 一 一 328 細石刃 黒曜石E
KBN1－27338894189010331547 2984803177、　　　，、B 10000180540 、A 0006872329 ，石刃 司石F
KBN1－27433．189618．878233．9967 3466503026針　　，、B 10000141445 ，、A 0003417330 ，石 石F
KBN1－27537092615610も348064 222020．1579日東系 tOOOO12．4307針尾　，、B 0．00 66．20331 細石刃 黒曜石A
KBN1－276349557166022348333 2164601474日東系 100004．2507尾　系B 0．00 84．03332 細石刃 黒曜石A
KBN1－27735フ873149199356914 2368401718日　，、 1．000016．4691 ，、B 0．00 63．00333 細石刃 繭石A
KBN1－278362605149153356357 2483201334’男1・口 一 一 　 一 一 334 細石刃 嗣石A
KBN1－279356614 65053 ．6639 2．0372 0．1977判別不可 　 一 一 一 一 335 細石刃 黒曜石A
KBM－2803694521585173394802004501666日東系 1．000017．2138針尾　系B 0．00 71．42336 細石刃 黒曜石A
KBN1－281361664151900351759 2008401786日　，、 1000018．8067 、B 0．00 73．52337 1石 司石A
KBN1－282384587157554338495 2157601456」昌 j1・ロ 一 一 7 一 一 338 ，石 鋤石A
KBN1－283ガラス質安山岩 一 一 一 一 一 一 一 一 一 339 細石刃 黒曜石F
KBN2－00136．538720．851229．4804 4．4469 0．1245針尾　系B 0．868274．1004 ，、A 0．13 77．872 小型石鍼 黒曜石
KBN2－OO246．734213．266721．9958 3．6468 0．1895 ’　、 10000115232 、A 0．00 79533 小】石 石
KBN2－00340450215判44273136 581890．1161 木ご　　、 1．00007．3116西’、　，、 0．00 87．924 小型石 石
KBN2－004381773213053244299 45フ07 0．1326判別不可 一 一 一 一 一 6 小型石鍼 黒曜石
KBN2－005456488118514226620 3825601755 ’　、 10000147532 、A 00084．31 9 石鍛 ヨ石
KBN2－OO630083922．8470356780 2990603796’男1・ロ 一 一 一 　 一 10 石 司石
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表5 つづき
試・甑 Rb∠ Sr分率 Zr分率 MnX100／FeLo　Fe／K）候　1 距離 2 確率 距離 No
KBN2－00フ41．583314．821124．8541 5．7196 0．1092木ご　，、 1．00004．7550西小　，、 0．00 133．8522 石 1石
KBN2－00839．123613．275733．1438 3．9758 0．1928 ，、A tOOOO1α3030 ．、B 0．00 128．8823 石 ヨ石
K8N2－00933．706520．099234．4025 2．8688 0．3336針尾　系B 1．00009．9833牛ノ岳・淀姫系 0．00 59．9124 石鍼 黒曜石KBN2－01041．685314．698826．1018 5．7837 0．09フ9桑木ご留系 tOOOOで．9693西小国系 0．00 120．9126 石鍼 曜石KBN2－O胴33．75816．059036．6103 2．2047 0．1788日　，、 tOOOO11．3477 、B O．00 75．4840 3　　　． 霜石
KBN2－01235．699416．289435．8282 2．1613 0」694日　小 LOOOO10．6673 ，、B O．00 64．9641 ，　　、 尋石
KBN2－01335．914516．911834．0888 2．1759 0．1338日東系 1．00008．25フ1 尾　系B 0．00 82．6142 1片9 黒日石KBN2－01436．285017．433633．6295 2．3807 0．1472日東系 1．OOOO6．1281針尾　，、B 0．00 57．6943 1片9料 黒曜石KBN2－01535．224515．881734．4356 2．1180 0．1694日　，、 1．00007．1655 ，、B 0．00 74．4044 石 澗石
KBN2－01636．314517．130934．0801 2．3276 0．1305日　，、 tOOOO8．4279 ，、B 0．00 72．8445 石 澗石
KBN3－00135．936516．633933．3482 2．0432 0．1758日東系 1．000015．3050針尾　系B 0．00 65．60 熟覇石AKBN3－00237．04414．494834．8252 2．2781 O．1688日東系 1．000018．802て針尾　系B 0．00 69．71 黒曜石AKBN3－00336．296516．765834．1652 2．4162 0．1253日　，、 1．000013．4211 ．、B 0．00 73．69 璃　A
KBN3－00436．986516．251534．2037 2．1677 O」705日　，、 1．000018．4749 、B 0．00 58．34 司石A
KBN3－00533．94516．507536．1892 2．3740 0．1769日東、、 1．00001t8256尾　系B 0．00 62．34 黒曜石AKBN3－00634．980フ15．314て34．5586 2．3938 Oj　411日　，、 1．000018．4327 ，、B 0．00 85．44 薄石B
KBN3－00735．860716．520433．2475 2．1779 0．1761日　，、 tOOOO13」934 ．、B 0．00 60．21 嗣　B
KBN3－00835．223615．413235．8921 2．3336 0．1776日　，、 tOOOO15．3522 、B 0．00 60．30 司　B
KBN3－00935．181017．10634．5426 2．3311 0．1757日　系 1．000010．2875針尾　系B 0．00 51．16 黒司石BKBN3－01034．517416．702535．3135 2．2880 0．1583日　，、 1．00002．1213 ，、B 0．00 72．72 司石B
KBN3－01141．486314．948124．4707 5．8135 α0935 1　，、 1．00009．7418西小玉，、 0．00 149．98 踊石C
KBN3－01239．474515．014027．9074 6．0543 0．0858桑木津留、 1．000010．7326西小国系 0．00 99．20 黒曜石CKBN3－01340．753315．486726．3252 6．6813 0．0962判別不可 一 一 一 一 一 黒　石CKBN3－01436．268515．889529．0278 5．9290 0．0753馳　1　、ロ 一 一 一 一 一 石CKBN3－01539．37619．828926．4495 5．0820 0．0フ31…男1・口 一 一 一 一 一 石CKBN3－0161t417944．632237．2807 t90311．0153上牛　，、 1．000013．6226阿　，、江 0．00 43．55 黒亀石DKBN3－01710．650546．0255382346 忌．7568 1．0422上牛　系 1．000011．3608阿　系∬ 0．OO 77．81 黒曜石D
KBN3－01812．066343．546938．3243 1．7901 O．9958上　　，、 1．000016．7405 ．、∬ 0．00 69．40． 随石D
KBN3－0191t528243．681438．0699 1．4865 1．1133男1・ロ 一 一 一 一 一 嗣　D
KBN3－02010．863346．558638．6283 1．7063 1．0227上牛　系 1．000011．3153阿　，、∬ 0．00 83．93 黒曜石DK8N3－02138．998821．273426．6678 4」654 0．1219判別不ロ 一 F 　 一 一 黒曜石E
KBN3－02236．674123．918027．1957 4」193 Oj　694’男1・ロ 一 一 層 一 一 嗣　E
KBN3－02337．747421．993726．5990 4．0530 0．1392’「@1　、ロ 一 層 一 一 一 詔石E
KBN3－02435．49262t130628．6707 3．6764 0．1568半別不可 雪 一 髄 一 　 烈曜石E
KBN3－02535．849020．567529．9563 3．8059 0．1361閣’ j1・ロ 雪 一 　 一 一 1　E
KBN3－02628．813321．556437．6497 3．3459 0．3456 ．、B 0．999118．8327ノ　・淀　，、 0．00 32．94 卍石F
KBN3－02729．200022．971437．0228 3．5061 0．3786…男1・ロ 一 暫 一 一 一 の石F
KBN3－02828．122921．931239．0057 2．8977 0．3722牛ノ岳・淀姫系 0．999618．0722針尾　系B 0．00 33．79 無曜石F
KBN3－02942．65626．831231．4599 2．7224 0」638大　辱　，、 1．00008．8138白浜，、 0．00 107．77 電石F
KBN3－03028．036819．923840．0760 2．9326 0．3974’男1・ロ 一 曹 一 一 律 遷石F
KBN3－03134．618218．579434．5016 2．27フ6 0．4721判別不可 一 糟 一 一 一 黒司石F
KBN3－03229．957222．837135．5062 2．8138 0．3843牛ノ岳・淀姫系 0．954015．8968針尾　系B 0．05 21．96 黒曜石F
KBN3－03329．509624．461236．7074 3．1624 0．3587ノ　・淀　　、 0．999815．フ090 、B 0．00 3240 ヨ石F
KBN3－03428．091422．980036．1488 3．1322 0．3726ノ　・淀　，、 0．998419．5431 ，、B 0．00 32．39 霜　F
KBN3－03529298022．833337．3596 2．9946 0．3860牛ノ　・淀姫系 0．967917．6211尾　系B 0．03 24．43 黒曜石FKBN3－03619．337545．902626．7357 5．9478 0．5319（上土　伽、？ 　 一 一 一 一 黒司石F
KBN3－03729．086222．053938．1993 3．0367 0．3780ノ　・淀　　、 0．932117．2440 ．、B 0．07 22．48 尋　F
KBN3－03833」1619．464933．0817 3．1198 0．1219II　・口 一 一 一 　 一 ヨ　F
KBN3－03937．79742α344128．7520 3．5564 0．1883判別不可 需 一 一 帽 一 黒曜石F
KBN3－04012．86495t201630．7668 5．5042 0．5941判別不可 一 一 一 一 一 黒曜石F
KBN3－04129．888023．264235．0018 3．2891 0．3361 ．、B tOOOO17．5081ノ　・淀　，、 0．00 37．43 己石F
KBN3－04231．059622．628936．6763 2．8701 0．3788」男1・口 塵 一 　 　 一 石F
KBN3－04319．875845．599924．5463 5．9266 0．5657（上土　行系？ 一 一 一 一 一 黒曜石FKBN3－04428．097424．010836．9935 2．8089 0．4159判別不可 雪 一 一 幣 一 黒曜石F
KBN3－04529．674620．297337．9917 2．9643 0．3000男1・ロ 一 一 一 一 一 繭　F
KBN3－04632．112721．115136．6235 2．9705 0．3566 ．、B 0．999610．4527ノ　・淀　，、 0．00 26．20 司　F
＊：～0．～石材は小原野遺跡（1999）に＿準じる。
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